
陶
淵
明
詠
史
詩
試
論

i

l
詠
史
詩
に
お
け
る

「
伝
体
」

と
そ
の
特
色
l

i

宇
賀
神

秀

は
じ
め
に

現
在
に
お
い
て
も
な
お
看
過
出
来
な
い
価
値
を
有
す
る
何
熔
や
沈
徳
潜
、

制
的
配
…
載
な
ど
の
発
言
を
み
て
み
る
と
、

一
一
諒
史
詩
に
つ
い
て

は
概
ね
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

表
現
対
象
の
歴
史
人
物
の
事
跡
を
概
括
的
に
う
た
っ
て
い
く
も
の
と
、

故

事
や
歴
史
人
物
に
借
り
て
自
己
の
胸
中
を
吐
露
す
る
も
の
と
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
詠
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
観
点
は
、

近
年

の
一
一
諒
史
詩
研
究
に
お
い
て
も
み
ら
れ
は
す
る
が
、

ま
だ
ま
だ
示
唆
的
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
詩
歌
作
品
を
類
型
化
す
る
と

い
う
試
み
は
、

あ
く
ま
で
も
そ
の
表
層
を
捉
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

F

一
子
、
4

、

J
r
h
v

刀

類
型
的
な
表
現
様
式
を
踏
ま
え
て
こ
そ
、
個
々
の
継
承

関
係
や
表
現
の
独
自
性
が
よ
り
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
一
一
一
日
を
侠
た
な
い
。

本
稿
の
最
終
的
な
目
標
は
、
一
一
諒
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
観
点
か
ら
、

陶
淵
明
の
一
一
部
史
詩
に
つ
い
て
も
捉
え
直
し
、

さ
ら
に
淵

朝
諸
家
の
見
解

明
詩
全
体
の
歴
史
を
題
材
と
す
る
う
た
と
比
較
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、

及
び
近
年
の
研
究
成
果
を
纏
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
の
上
で
淵
明
の
一
一
諒
史
詩
に
お
け
る
歴
史
人
物
の
事
跡
が
概

そ
の
手
始
め
と
し
て
詠
史
詩
に
対
す
る
清

括
的
に
う
た
わ
れ
る
作
品
に
隈
定
し
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
宇
賀
神

一
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢

バ5

IJLI 
η 

。

頁

市
一
詠
嘆
之
、

穏
括
本
伝
、

一
一
誠
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
見
解
は
、
何
煉
司
義
門
読
書
記
』
巻
四
十
六
に
み
ら
れ
る
。

此
正
体
也
。
太
沖
多
様
胸
綜
、

不
過
美
其

不
加
藻
錦
、

此
れ
正
体
な
り
。

本
伝
を
隠
括
し
、
藻
飾
を
加
え
ざ
る
は
、

に
過
ぎ
ず
、

べ
ら
れ
て
い
る
。

え
て
詠
嘆
し
、

σ〉

「一一誠史」

詩
で
あ
る
。

三
王
徳
弥
薄

位
惟
後
用
肉
刑

太
倉
令
有
罪

川
町
就
逮
長
安
城

自
恨
身
無
子

以
山
国
急
独
筑
後

小
女
痛
父
言

似
死
者
不
可
生

上
書
詣
関
下

何
氏
は
一
詠
史
詩
を

「
正
体
」

シ」

「主(亦久」

こ
の
よ
う
な
詠
史
詩
の
源
流
に
当
た
る
の
は
、

次
に
挙
げ
る
斑
国

乃
又
其
変
也

そ
こ
で
は

「
一
一
諒
史
者
、

(
一
一
諒
史
と
は
、
其
の
事
を
美
し
て
之
を
詠
嘆
す
る

太
沖
は
多
く
胸
臆
を
捻
ぶ
、

と
述

に
分
け
て
捉
え
て
お
り
、

本
伝
を
概
括
し
て
、

飾
り
立
て
な
い
も
の
と
す
る
。

三
王
の
徳
弥
い
よ
薄
く

惟

の

後

肉

刑

を

用

う

太
倉
の
令
罪
有
り

逮
に
就
く

長
安
の
城

身
に
子
無
く

自
ら
恨
む

函
急
し
て
独
り
M

筑
後
た
り

小
女

父
の
言
を
痛
む

死
者
生
く
る
べ
か
ら
ず

上
書
し
て
関
下
に
詣
り

乃
ち
又
其
の
変
な
り
.
一
)
」

「
正
体
」

に
つ
い
て
は
歴
史
人
物
の
事
跡
を
称



ω思
古
歌
鶏
鳴

憂
心
擢
折
裂

ロ
長
嵐
揚
激
声

聖
漢
孝
文
帝

は
側
然
感
至
情

百
男
何
慎
憤

ば
川
不
如
一
縫
祭

巴『

j莫
量主

古
を
思
い
て
鶏
鳴
を
歌
う

憂
心

捲
け
て
折
裂
し

震

JTIR 

激
声
を
揚
ぐ

聖
漢
の
孝
文
帝

側
然
と
し
て
至
情
に
感
ず

百
男
何
ぞ
憤
憤
た
る

一
一
縫
祭
に
如
か
ず

(
『
古
詩
紀
後
N

』
巻
三
)

刑
法
志
に
拠
る
と
、
斉
の
太
倉
長
の
淳
子

は
罪
を
得
て
長
安
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
際
、
意
は
娘
ら
に

そ
の
言
に
心
を
傷
め
た
五
女
の
縫
祭
は
、

長
安
に
向
か
い
孝
文
帝
に
上
書

男
児
を
産
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
と
告
げ
る
。

天
子
は
縫
紫
の
行
動
に
感
動
を
覚
え

こ
れ
を
機
に
肉
刑
を
廃
止
す
る
に
ま
で
至
つ

し
て
父
の
罪
を
我
が
身
に
代
え
て
許
し
を
請
う
。「
全
体
と
し
て
は
、

史
書
の
記
載
を
五
言
に
直
し
て
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
、

と
い
う
感
じ

は
ま
ぬ
が
れ
え
な
い
J

た
。
市
川
桃
子
氏
が
こ
の
う
た
を
評
し
て

と
述
べ
る
よ
う
に

斑
国
自
身
の
独
創
性
は
希
薄
で
あ
る
が
、

史
実
に
依
拠
し
な
が
ら
韻
文
と
し
て
概
括
し

て
い
く
の
は

一
首
の
中
に
、

れ
る
に
と
ど
ま
り
、 い
か
に
も
史
家
た
る
攻
囲
ら
し
い
表
現
態
度
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

「
斑
国
は
恐
ら
く
こ
の

ま
た
、

興
膳
宏
氏
が

時
の
過
酷
な
刑
罰
に
対
す
る
誠
、
輸
を
緩
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
穏
微
な
窓
流
と
し
て
感
知
さ

彼
の
自
己
主
張
が
露
わ
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、

作
中
に
お
い
て
社
会
的
批
判
の
辞
句

が
明
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

斑
留
が
縫
紫
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
を
称
賛
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
に

班
回
が
時
勢
の
厳
罰

を
間
接
的
に
批
判
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
宇
賀
神

頁
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次
に
何
氏
が

穆
穆
澗
底
松

ω離
離
山
上
苗

以
彼
径
寸
茎

似
蔭
此
百
尺
条

世
由
円
路
高
位

以

w
英
俊
沈
下
僚

地
勢
使
之
然

ω
∞
由
来
非
一
朝

金
張
籍
旧
業

ω七
葉
現
漢
紹

病
公
安
不
偉

ロ
自
首
不
見
招

「主ハ旅久」

一一

O
一
五

と
称
す
る
左
思
の

四
頁

「
一
一
部
史
」
詩
其
二
を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

謬
惨
た
り

澗
底
の
松

必
庄
川
広
沈
ニ
ー
ノ

府
内
成

m
T
Vノ

山
上
σ〉
田

彼
の
径
寸
の
茎
を
以
て

此
の
百
尺
の
条
を
蔭
う

世
由
円
高
位
を
騒
み

英
俊

下
僚
に
沈
む

地
勢
之
を
し
て
然
ら
し
む

由
来

一
朝
に
非
ず

.b 
斗z..

張

田
業
に
籍
り

七
葉
漢
犯
に
現
う

病
公

量
に
偉
か
ら
ず

自
首
ま
で
招
さ
れ
ず

、、、ノ
O

し
メ
包

そ
の

諸
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

斗
品
、

一
寸
足
ら
ず
の
脆
弱
な

尺
」
に
も
及
、
ふ
「十回」「条」

谷
底
に
鯵
蒼
と
茂
る

を
備
え
る

「
松
」
、

そ
し
て
、

「松」

は
左
思
自
身
を
、

山
頂
に
生
え
る

「
茎
ご

で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「
山
上
」

「
英
俊
」

を
覆
い
隠
し
て
い
る
。
第
九
句
の

(
『
文
選
ょ
』
巻
二
十
二

「

仲

田

」

は
世
襲
の
貴
族
{
呂
僚
を
喰
え
て

な
い
し
政
界
に
蔓
延
し
、

そ
れ
は

「百

「
金
張
」

は
、
漢
代
の
有
力
者
の
金



日
開
と
張
、
湯
の
こ
と
で
あ
り
コ
、

彼
ら
の
子
孫
は
た
と
え
無
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

門
閥
社
会
に
お
い
て
は
容
易
に
官
僚
と
な
り
得

る。

そ
れ
に
対
し
て
第
十
一
句
に
お
い
て
、

さ
ら
に
も
う
一
人
挙
げ
ら
れ
る
病
唐
は
、
有
能
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
棺
応
し

い
処
遇
を
受
け
な
か
っ
た
ま

左
思
が

「
一
詠
史
」

詩
と
し
て

「
金
張
」

や

「
鴻
公
」

を
挙
げ
た
の
は
、

左
思
の
時
代
の
無
能
な
貴
族
官

{奈
j; ιr 

金
張

の
子
孫
ら
に
比
擬
し
、

左
思
自
身
の
不
遇
と
有
能
さ
を

「
鴻
公
」

に
比
擬
し
て
、

そ
の
憤
惑
や
る
か
た
な
い
絢
中
を
表

す
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

左
思
は
班
固
と
同
様
に

「
詠
史
」

と
題
し
つ
つ
も
、

斑
患
の
よ
う
に
特
定
の
歴
史
人
物
の
事

跡
を
辿
る
こ
と
は
し
な
い
。

何
氏
が
左
思
詩
を
評
し
て

「
多
櫨
胸
臆
」

と
述
べ
る
の
は
、

左
思
自
身
の
憤
慾
が
顕
わ
に
露
呈
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
拠
る
。

も
っ
と
も
何
氏
の
発
言
に
お
い
て

此

正

体
也

太
沖
多
棟
胸
臆
、

乃
又
其
変
塩
」

と
述
べ
て
、

左
思
の

「一一諒

史
」
詩
が
斑
回
の

「
正
体
」

の
ご
と
き

化
し
た
も
の
と
す
る
の
は
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

左
思
の
先
輩
詩
人
ら
に
お
い
て
、

「
一
一
弥
史
」
詩
か
ら
、

「十小久」

こ
の
占
…
に

つ
い
て
は
先
に
引
用
し
た
興
膳
氏
が
、

た
と
え

「
一
一
諒
史
」
詩
と
題
せ
ず
と
も
、

様
々
な
歴
史
人
物
に

か
こ
つ
け
て
自
己
の
胸
中
を
吐
露
し
て
い
く
作
品
が
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
よ
、

左
思

「
一
詠
史
」

詩
の
淵
源
を
班
固
の
そ
れ
の
み
に

限
定
す
る
こ
と
は
、

近
視
眼
的
で
あ
る
と
説
く
通
り
で
あ
ろ
う
。

哀
枚
『
随
圏
詩
話
』
巻
十
四
を
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
一
諒
史
有
三
体
。

一
倍
古
人
往
事
、

行
自
己
懐
抱
、

左
太
沖
之

「一一諒史」

是
也
。

一
為
隠
括
其
事
、

市
以
一
詠
嘆
出
之
、

張
景
陽
之

「
一
詠
二
疏
」
、

虚

子

諒

之

「
一
一
部
商
生
」

日
7E 

也

一
取
対
佼
之
巧
、

義
山
之

「
牽
牛
」

対

「
駐
馬
」
、
章
荘
之

「
鑑
…
己
U
」

対

「
莫
愁
」

日
7E 

邑

(
一
詠
史
に
三
体
有
り
。

一
に
古
人
往
事
に
借
り
て
、

自
己
の
懐
抱
を
行
ぶ
、

左
太
沖
の

「一一諒史」

は
是
れ
な
り
。

一
に
為
に

其
の
事
を
隠
揺
し
、

以
て
詠
嘆
し
て
之
を
出
だ
す
、

張
景
楊
の

「
一
一
諒
二
疏
」
、

慶
子
諒
の

「
一
詠
積
生
」

は
是
れ
な
り
。

一
に
対
伎

陶
州
川
明
一
一
部
史
持
試
論
(
宇
賀
神

五
頁
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芽
三
十
匹
同
行

。

六
頁

の
巧
を
取
る
、
義
山
の

牽
牛

「
駐
馬
」

を
対
に
し
、
意
荘
の

「鑑小己必」

に

「
莫
愁
」

を
対
に
す
る
は
是
れ
な
り
二
。
)
。

哀
氏
は
一
一
部
史
詩
を
三
つ
に
分
け
て
捉
え
て
お
り
、

第
一
に
左
思
詩
の
ご
と
く
、

吉
人
・
往
事
に
か
こ
つ
け
て
自
己
の
絢
中
を
吐
露
す

る
も
の
と
し
、
第
二
に
張
協
「
一
一
諒
史
」

詩
、
慮
謹
「
覧
古
」

詩
の
ご
と
く
、

疎
広
・
疎
受
な
ど
の
特
定
の
人
物
の
事
跡
を
概
括
し
、

そ

れ
に
詠
嘆
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
、

何
氏
の
い
わ
ゆ
る

「
正
体
」

σ〉

「
主
(
事
部
一
詠
嘆
之
、

隠
括
本
伝
」

や

「主〈

亦
久
」

σ〉

「
多
機
胸
臆
」

と
い
う
見
解
と
殆
ど
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
も
三
つ
臣
に
挙
げ
た
李
商
騒
の

「
馬
山
鬼
」
詩
二
首
其
二
な

ど
に
し
て
も
、

楊
潔
寝
・
許
華
偉
氏
が

二
日
弘
一
枚
所
説
的
第
三
体
、

実
際
口
ハ
是
談
写
作
技
巧

(
哀
枚
の
説
く
と
こ
ろ
の
第
三
の
ス
タ
イ
ル

に
つ
い
て
は
、

実
際
、

た
だ
技
巧
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
三
)
」

と
説
く
よ
う
に
、

対
句
技
巧
に
注
目
し
て
言
及
し
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

一
一
諒
史
詩
そ
れ
自
体
に
着
服
し
た
見
解
と
は
看
倣
し
難
い
。

一、
F

一
J

、

ふ
j

J

/
ー
し

哀
氏
は
、

何
氏
の
よ
う
に
詠
史
詩
の
源

流
に
は
拘
っ
て
お
ら
ず
、
一
詠
史
詩
の
ス
タ
イ
ル
の
相
違
と
し
て
分
け
て
い
る
点
は
留
音
い
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、

沈
徳
潜
は
『
古
詩
源
』
巻
七
の
な
か
で
、

「
太
沖
詠
史
、

不
必
専
詠
一
人
、

専
一
一
諒
一
事
、

詠
古
人
部
己
之
性
情
倶
見
、

止と
千

性秋
情絶
{具唱
に也
ト寸 ，t.J 0 

YGら

わ 後
る惟
明
]塁

太
白
能
之

(
太
沖
の
詠
史
は

必
ず
し
も
専
ら
一
人
を
詠
じ
、
専
ら
一
事
を
詠
ぜ
ず
、

古
人
を
詠
じ
て
己
の

ご
人
一
事
」

後
に
惟
だ
明
遠
・
太
白
の
み
之
を
能
く
す
こ
ω

)

」

を
対
象
と
す
る
斑
留
な
ど
の
詠
史
詩
と
比
較
し
て
、
左
思
の
そ
れ
を

此
れ
千
秋
の
絶
唱
な
り
。

と
述
べ
て
お
り
、

こ
れ
は
明
ら
か
に

に
お
い
て
、

左
思
の
詠
史
詩
の
特
徴
を
述
べ
た
の
は
的
確
で
あ
る
が
、

と
賞
賛
し
て
い
る
。
沈
氏
の
見
解

そ
も
そ
も
一
一
部
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、

「
千
秋
絶
唱
」

そ
れ
と
の
対
比
で
作
品
の
良
し
悪
し
ま
で
言
及
す
る
の
は
、

比
二
か
公
平
さ
を
欠
く
。

'
も
シ
」
よ
り

二
人
一
事
」

を
表
現
対
象
と
す
る
詠

史
詩
の
作
者
が

自
己
の

「
性
情
」

を
直
接
的
に
表
す
こ
と
を
主
眼
に
据
え
て
い
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に

ま
た
劉
照
載
は

『
芸
一
概
』
詩
概
篇
に
お
い
て
、

「
左
太
沖
『
一
一
秘
史
』
似
論
体

顔
延
年
司
五
君
一
詠
』
似
伝
体

(
左
太
沖
の

『
一
詠
史
』
は



論
体
に
似
て
、

顔
延
年
の

『
五
君
一
詠
』

左
思
詩
を

顔
延
之
の

「
五
君
一
詠
」
詩
を

「
論
体
」

は
伝
体
に
似
る
二
M

)

」

と
称
し
、

と
説
い
て
、

「
伝
体
」

と
称
し
て
い
る
。
次
に
挙
げ
よ
う
。

玩
公
難
治
跡

mu
識
密
鑑
亦
洞

沈
酔
似
埋
昭
…

川
町
寓
辞
類
託
調

長
崎
嚇
若
懐
人

似

w
越
礼
自
驚
衆

物
故
不
可
論

∞m
途
窮
能
無
働

i玩
公

跡
を
倫
す
と
雄
も

識
は
密
や
か
に
し
て
鑑
も
亦
た
洞
し

沈
酔
照
を
埋
む
る
に
似
て

寓
辞

託
識
に
類
す

長
噺
し
て
人
を
懐
う
が
若
く

礼
を
越
え
て
自
ら
衆
を
驚
か
す

物
故
は
論
ず
べ
か
ら
ず

途
窮
ま
れ
ば
能
く
働
む
こ
と
無
か
ら
ん

(
『
文
選
』
巻
二
十
二

顔
延
之
は
か
ね
て
か
ら
劉
湛
や
段
景
仁
ら
が
要
職
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
気
に
食
わ
ず
、

向
か
っ
て
、

『
宋
童
日
』
顔
延
年
伝
に
拠
る
と

顔
延
之

部
湛
に

自
分
が
出
世
し
な
い
の
は
貴
様
の
小
間
使
い
だ
っ
た
せ
い
だ
と
述
べ
た
。

こ
う
し
た
非
礼
を
切
っ
掛
け
と
し
て

「
五
君
一
一
諒
」

詩
を
製
作
す
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
二
ム
O

劉
氏
の
い
わ
ゆ
る

は
永
嘉
太
守
に
左
遷
さ
れ
、
「
伝
体
」

の
こ
の
う
た
で
は
、
第
三
句
の

「
沈
酔
」
が
、

「
籍
拝
東
平

不自

不
以
政
事
為
務
、

し
ご

と
み
え
、

陶
淵
明
詠
史
刊
一
同
試
論
(
宇
賀
神

李
善
引
く
と
こ
ろ
の
戚
栄
緒
『
晋
書
』
に

沈
酔
日
多
(
籍
東
平
棺
に
拝
せ
ら
れ
る
る
も
、

政
事
を
以
て
務
め
と
為
さ
ず
、

沈
酔
す
る
こ
と
日
び
に
多

末
句
に
つ
い
て
も
『
貌
氏
春
秋
』
に

車
跡
所
窮
、
報
働
央
市
返

(
籍
時
に
率
意
に

「
籍
持
率

不
自
径
路
、

独
駕
、

七
頁
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頁

独
り
駕
し
て
、

径
路
に
由
ら
ず
、

車
跡
の
窮
ま
る
所
あ
れ
ば
、
親
ち
働
突
し
て
返
る
ご

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。

従
っ
て
、

顔

延
之
の

「
五
君
一
一
諒
」

士
す
ま
、

一二一口

l
u
t

左
思
の
ご
と
く
自
己
の
絢
中
を
直
一
接
的
に
吐
露
す
る
も
の
で
は
な
い
。

班
国
の
作
と
同
じ
よ
う
に
歴
史
人

物
の
事
跡
が
概
括
的
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

J

一dvh

、

ナ
j

，刀

「
五
君
詠
」

詩
に
顔
延
之
の
謬
屈
し
た
情
が
み
て
と
れ
よ
う
こ
と
、

こ
の
う
た
を

読
ん
だ
劉
湛
と
義
康
か
ら
、

「
以
其
辞
旨
不
遜
、

大
怒

(
其
の
辞
旨
の
不
、
遜
な
る
を
以
て
、

大
い
に
怒
る
ご

と
激
昂
を
買
っ
た
こ
と
か

ら
窺
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
楊
潔
寝
・
許
華
偉
氏
の
一
一
諒
史
詩
の
説
明
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
一
諒
史
詩
的
基
本
構
成
田
疋
叙
事
和
行
情
、

不
加
藻
飾
」

一
類
、

二
者
約
側
重
点
不
問
、
是
一
一
諒
史
詩
論
体
、
伝
体
之
分
的
依
据
。
一
一
一
一
沼
様
、

我
何
可
称
之
為
伝
体
。
一
一
逗
一
体
式
、
叙
事
大
於
行
情
。
注
重
対
史
伝
内
容
進
行
努
裁
、

議
論
褒
皮
只
寓
於
叙
事
・
一
一
諒
嘆
中
、

「
隠
括
本
伝
、

一
般
是
一
人
一
事
。

詩
人
思
想
感
情
、

一
般
不
直
接
表
露
。

市

「
直
披
胸
縫
」

一
類
、

我

mu
可
称
之
為
論
体
。
一
一
一
一
辺

一
体
式
、

行
情
成
分
大
於
叙
事
、

叙
述
史
実
市
不
拘
於
一
人
一
事
、

注
重
的
是
借

人
古
事
行
発
自
我
感
慨
和
懐
抱

(
一
詠
史
詩
の

基
本
的
な
構
成
は
叙
事
と
行
情
で
あ
り
、

二
者
の
重
点
と
す
る
と
こ
ろ
の
違
い
が
、

一
一
諒
史
詩
に
お
け
る
論
体
と
伝
体
の
分
け
方
の

根
拠
で
あ
る
。

〔
何
悼
の
い
わ
ゆ
る
〕

「
偲
括
本
伝
、

不
加
藻
飾
」

の
類
に
つ
い
て
は
、

伝
体
と
称
し
得
る
。

こ
の
ス
タ
イ
ル
で

想
・
感
情
、

は
叙
事
性
が
行
情
性
よ
り
も
強
い
。
伝
記
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
大
体
は
一
人
一
事
を
扱
う
。
詩
人
の
思

議
論
・
褒
隠
は
た
だ
叙
事
・
一
一
献
嘆
に
託
さ
れ
て
お
り
、
大
体
は
直
接
的
に
感
情
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ

し
て

〔
何
悼
の
い
わ
ゆ
る
]

「
直
披
胸
躍
」

の
類
に
つ
い
て
は
、

論
体
と
称
し
得
る
。

こ
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
は
行
情
性
が
叙

事
性
よ
り
も
強
く
、
史
実
を
叙
述
す
る
に
し
て
も
一
人
一
事
に
拘
ら
ず
、
古
人
・
古
事
に
か
こ
つ
け
て
自
己
の
感
慨
・
抱
負
を
表

す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

J
。



両
氏
の
い
う
よ
う
に
、

班
毘
や
顔
延
之
な
ど
の
伝
体
の
詠
史
詩
は
、

歴
史
の
一
人
一
事
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
事
跡
が
概
括
的
に
う

た
わ
れ
て
お
り
、

自
己
の
感
慨
を
端
的
に
詠
嘆
し
、

自
己
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
暗
示
的
で
あ
る
。

一
方
で
左
思
の
論
体
の
詠
史

土
マ
斗
1
品

、

==円
H

，tu
t

一
人
一
事
に
拘
ら
ず
、
自
己
の
抱
負
や
憤
惑
が
よ
り
直
接
的
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
先
学
の
詠
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
見
解
を
確
認
し
た
。

本
稿
で
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
陶
淵
明
の
詠
史
詩
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
て
い
く
。

制
明
の
一
一
諒
史
詩
に
は
、

楊
潔
環
・
許
華
偉
氏
ら
の
い
わ
ゆ
る
伝
体
と
論
体
の
両
者
が
い
ず
れ
も
み
ら
れ
る
が
、

本
稿
で
は
、

斑
固
を
源
流
と
し
、

と
り
わ
け
長
い
伝
統
を
有
す
る
伝
体
の
一
一
諒
史
詩
に
注
自
し
て
い
く
。

絢
淵
明
の
伝
体
の
一
一
諒
史
詩
は
、

「
一
一
部
二
疏

キマ、
ユコロ

「
、
京
+
リ
耳
，
一
主
リ
、

一-一昆+汗高乙一一コロ

「
一
詠
三
良
」

詩
で
あ
る
。

「一一諒史」

の
定
義
は
こ
て
『
文
選
』
巻

イー

の
一
一
抹
史

王
祭
「
一
一
諒
史
」

詩
の
題
下
の
呂
向
注
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

謂
覧
史

一
一
諒
其
行
事
得
失
、

或
自
寄
情
駕

(
史
書
を
覧
て
、

其
の
行
事
得
失
を
詠
じ
、

或
い
は
自
ら
情
を
寄
す
る
を
謂
う
な

り
)
。

呂
向
は
、

史
書
を
閲
覧
し

そ
の
行
事
得
失
を
詠
じ
る
も
の
や
、

み
ず
か
ら
の
感
慨
を
寄
せ
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
定
義
は
分
か
り

易
い
も
の
で
あ
り

充
分
に
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一ゴ一、

ふ
γ
/

ナ
/

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

淵
明
詩
に
お
い
て
は

「
飲
酒
」

土
寸
-z

一ロ

陶
淵
明
一
一
品
史
詩
試
論
(
宇
俊
神

九
頁
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其
二
や

「
擬
士
口
」

得
な
い
の
で
あ
る
が
」
ミ

か
も

「
二
疏
」

そ
れ
で
は
ま
ず
淵
明
の

訪〈

一疏」

詩
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

大
象
転
由
時

mu
功
成
者
自
去

借
問
衰
屑
来

似
幾
人
得
其
趣

済
巨
漢
廷
中

悩
二
疏
復
此
挙

高
繍
返
旧
居

ω
∞
長
揖
儲
君
侍

接
送
傾
皇
朝

ω華
軒
盈
道
路

在
HJ
主
弓
斤
ト
F
U

自
門
口
力

g
f
1
7
・f
斗
ブ
J

ロ
鈴
栄
何
足
顧

事
勝
感
行
人

。

詩
其
二
な
ど
も
充
分
に

「
一
一
諒
史
」

「
一
一
諒
史
」

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
よ
ち

つ
ま
り
、

本
稿
に
お
い
て
当
該
三
首
を

そ
の
詩
題
に

淵
明
の
歴
史
人
物
を
対
象
化
す
る
意
図
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

「
一
一
諒
史
」

と
し
て
拘
っ
た
の
は
、

汗IJ

軒

「
三
良
」

と
あ
る
よ
う
に
、

大
象
は
四
時
を
転
じ

功
成
る
者
は
自
ら
去
る

借

問

す

衰

周

よ

り

来

幾
人
か
其
の
趣
を
得
た
る
と

済

自

す

漢

廷

の

中

二

疏

復

た

比

の

挙

あ

り

高
噺
し
て
旧
屠
に
返
り

長

揖

す

儲

君

の

侍

接

送

皇

朝

を

傾

け

華

軒

道

路

に

盈

つ

離

別

情

の

悲

し

む

所

な

る

も

絵

栄

何

ぞ

顧

み

る

に

足

ら

ん

や

事
の
勝
れ
る
は
行
人
を
感
ぜ
し
め

。
頁

の
定
義
は
暖
味
と
な
ら
ざ
る
を

「一詠」

を
含
ん
で
お
り
、

し



凶
賢
哉
量
常
挙
口

厭
厭
間
皇
歓

ぱ
山
所
営
非
近
務

促
席
延
故
老

同
揮
腕
腕
道
平
素

間
金
終
寄
心

加
清
言
焼
未
悟

放
意
楽
絵
年

刀
違
他
身
後
慮

誰
云
其
人
亡

M
久
市
道
弥
著

賢
な
る
か
な

と
は
量
に
常
誉
に
な
ら
ん
や

厭
厭
た
り

鶴
里
の
歓

j市営

をむ
促所
しは
て近
故き
老務
をめ
延:に
き非
ず

綴
を
揮
い
て
平
素
を
道
う

金
を
間
い
て
終
り
に
ま
で
心
を
寄
す
る
も

清
言
も
て
未
だ
悟
ら
ざ
る
を
暁
す

意
を
放
ち
て
絵
年
を
楽
し
み

身
後
の
慮
を
他
う
る
に
逢
あ
ら
ん
や

誰

か

云

う

其

の

人

亡

ぶ

と

久
し
く
し
て
道
弥
い
よ
著
か
な
り

既
に
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に

i照
明

「
…
一
諒
二
疏
」

士
ず
十
匹
、

-
m
=
n
H
y
I
W
E
 

好
み
、

跡
に
つ
い
て
『
漢
書
』
疏
広
伝
に
拠
り
な
が
ら
、

そ
の
概
要
を
一
一

皇
太
子
が
立
っ
て
よ
り
太
停
と
な
る
。

退
任
す

て

召
さ
れ
て
博
士
・
太
中
大
夫
に
拝
せ
ら
れ
、

後
に
少
侍
に
拝
せ
ら
れ
る
。
②
在
職
し
て
五
年
ば
か
り
、

る
際
に
は
朝
廷
を
挙
げ
て
宴
席
が
関
か
れ
た
。
③
帰
郷
し
て
後
、

財
産
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
。

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
宇
白
神

概
ね
吋
漢
書
』
疏
広
伝
に
依
拠
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
三
O

二
疏
の
事

つ
に
分
け
て
み
る
と
、
①
疏
広
、
{
子
は
仲
翁
は
、

若
く
し
て
学
問
を

彼
の
兄
の
子
受
は
賢
良
の
科
に
挙
げ
ら
れ

広
は
受
に
向
け
て
退
任
の
意
志
を
告
げ
、

受
も
こ
れ
に
従
う
。

日
々
に
豪
勢
な
酒
宴
を
開
き
、

子
孫
に
は
争
い
や
堕
落
の
元
と
な
る

一
r
貝
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以
上
の
二
疏
の
事
跡
と
淵
明

「
一
一
諒
二
疏
」
詩
に
お
け
る
こ
疏
の
事
跡
を
比
較
し
て
み
る
と
、

淵
明
は
第

句
か
ら
十
四
句
に
お
い
て

二
疏
の
退
任
の
様
子
を
、
第
十
五
句
か
ら
二
十
二
匂
に
お
い
て
は
彼
ら
の
故
郷
で
の
暮
ら
し
振
り
を
う
た
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら

淵
明
の
二
疏
の
事
跡
に
対
す
る
関
心
は
、

と
り
わ
け
②
と
③
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、

淵
明
に
先
行
し
て
二
疏
を
表
現
対
象
と

し
た
張
協
「
一
一
諒
史
」

詩
が
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
②
の
一
幕
の
張
協
と
猟
明
の
二
疏
の
事
跡
に
対
す
る
概
括
の
仕
方
で

あ
る
。

ま
ず
は
『
漢
書
』
疏
広
伝
の
次
の
一
文
を
み
て
み
よ
う
。

公
卿
・
大
夫
・
故
人
・
巴
子
設
祖
道
、
供
張
東
都
門
外
、
送
者
車
数
百
両
、
辞
決
市
去
。
及
道
路
観
者
皆
目
、
賢
哉
二
大
夫
。

或
歎
息
為
之
下
泣
(
公
卿
・
大
夫
・
故
人
・
邑
子
は
祖
道
を
設
け
て
、
供
を
東
都
内
外
に
張
り
、
送
者
の
車
は
数
百
雨
、
辞
決
し

賢
な
る
か
な

て
去
る
。
道
路
に
及
ん
で
観
る
者
は
皆
な
臼
く
、

二
大
夫
、

と
。
或
る
ひ
と
は
歎
息
し
て
之
が
為
に
下
泣
す
)
。

公
卿
・
大
夫
・
友
人
・
郷
里
の
人
々
は
送
別
の
道
を
設
け
、

は
数
百
人
に
及
び
、
誰
し
も
が

帳
を
長
安
の
東
都
門
、

及
び
そ
の
外
側
に
ま
で
張
り
、

送
別
す
る
も
の

「
賢
哉
二
大
夫
」

と
称
賛
し
、

あ
る
も
の
は
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

幕
に
つ
い
て
、

張
協
と
淵
明
は
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

朱
軒
曜
金
城

朱

軒

金

城

を

躍

し

似

ω
供
帳
路
長
街

供
帳
長
衝
に
臨
む

(
『
文
選
』
巻
二
十

張
協
「
一
一
政
史
」

全
二
十
句
)

銭
送
傾
皇
朝

銭
送
皇
朝
を
傾
け



ω華
軒
盈
道
路

華
軒
道
路
に
盈
つ

(
陶
淵
明

「
一
詠
二
疏
」
)

先
に
挙
げ
た
張
協
は
第
三
・
四
匂
に
お
い
て
、

公
卿
達
が
長
安
の
立
派
な

「
東
都
門
」

に
集
ま
っ
て
、

「
祖
二
疏

(
二
疏
に
祖
け
せ

り
ご

と
う
た
っ
た
上
で
、

多
く
の
朱
塗
り
の
車
が
集
ま
っ
た

「
金
城
」

を
起
点
に
、

帳
が
街
を
貫
く
道
の
雨
協
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る

も
の
と
し
て
、

長
安
一
体
の
爆
び
や
か
な
様
子
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
淵
明
は
、

二
疏
の
送
別
の
た
め
に

「
皇
朝
」

。〉

公
卿
達
が

「
傾
」
、

す
な
わ
ち
こ
ぞ
っ
て
出
て
行
き
、

そ
れ
故
に

「
道
路
」

に
人
々
が

「加且」

ち
溢
れ
る
も
の
と
し
て
、

盛
り
上
が
る

よ
う
な
イ
メ
!
ジ
で
う
た
っ
て
い
る
。

張
協
と
淵
明
は
、

い
ず
れ
も
二
疏
の
送
別
の

に
注
目
し
、

い
ず
れ
も
対
偶
表
現
が
採
ら
れ

て
い
る
。

淵
明
が
表
現
対
象
を
二
疏
と
す
る
点
に
お
い
て
張
協
に
影
響
を
受
け
た
と
す
れ
ば
、

淵
明
は
張
協
に
対
す
る
挑
戦
と
し
て
、

こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

な
お
、

井
上
一
之
氏
は
③
の
一
幕
の

「
放
意
楽
鈴
年
、

連
他
身
後
慮
」

第

十

-
二
十
二
句
)

に
注
目
し
、

残
さ
れ
た
人
生
を

の
ま
ま
に
楽
し
み
、

自
分
の
死
後
ま
で
煩
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
の
と
、

『
漢
書
』
に
お
け
る
二
疏
が
子
孫
に
対
し
て

山
百
十

老
詳
不
念
子
孫
哉

(
五
口
れ
宣
に
老
一
存
し
て
子
孫
を
念
わ
ざ
る
か
ご

と
告
げ
て
、

子
孫
の
随
一
落
を
深
刻
に
懸
念
し
た
か
ら
こ
そ
、

財
産

を
揮
っ
た
の
が
相
違
す
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。

井
上
氏
は
こ
の
棺
違
に
つ
い
て

「
本
詩
執
筆
の
直
接
の
動
機
は
、

二
疏
が

『
揮

金
』
し
た
こ
と
に
あ
り

制
明
は
こ
れ
を
『
家
族
の
た
め
で
な
く
、

自
分
の
た
め
に
絵
生
を
楽
し
む
』
こ
と
と
解
釈
し
さ
」

た
も
の
と

結
論
づ
け
た
。

ま
た
こ
れ
が
淵
明
自
身
の
志
向
に
連
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

井

氏
の
指
摘
に
拠
り
つ
つ
、

制
明

詩
に
お
け
る

「
揮
金
」

の
志
向
が
う
た
わ
れ
る
一
例
を
挙
げ
れ
ば

次
の
通
り
で
あ
る
。

傾
家
持
作
楽

家
を
傾
け
て
持
し
て
楽
し
み
を
作
し

陶
淵
明
一
一
誠
史
詰
試
論
(
宇
賀
神

頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
四
号

ω立
見
此
歳
月
敗

有
子
不
留
金

ロ
何
用
身
後
置

淵
明
が

「
(
家
」

を
尽
く
す
た
め
で
あ
る
。

。

此
の
歳
月
の
験
す
る
を
寛
え
ん

子
有
る
も
金
を
留
め
ず

何
ぞ
用
い
ん

身
後
の
置
を

を

「
傾
」

け
て
ま
で
、

財
産
を
惜
し
み
な
く
使
う
の
は
、
走
り
去
っ
て
い
く

子
孫
の
た
め
に
財
産
を
残
さ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

そ
れ
故
に
、

自
己
の
死
後
の
こ
と
ま
で
気
遣
わ
ず
、淵
明
詩
に
お
け
る
こ
疏
は
自
己
の
た
め
に
財
産
を
尽
く
し
た

『
漢
書
』
に
お
け
る
こ
疏
は
子
孫
の
た
め
に
財
産
を
揮
っ
た
の
に
対
し
、

淵
明
白
身
の
志
向
に
引
き
つ
け
な
が
ら
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

も
の
と
し
て
、

続
け
て
淵
明
の

燕
丹
善
養
士

mu
志
在
報
強
蕨

招
集
百
夫
良

似
歳
暮
得
荊
卿

君
子
死
知
己

以

w
提
剣
出
燕
京

素
駿
鳴
広
陪

ω
閃
懐
慨
送
我
行

「
、
主
↑
り
耳
a

-

一
三
島
+
汗
恋
γ
」

詩
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

燕
丹
は
善
く
士
を
養
う

志
は
強
巌
に
報
ゆ
る
に
在
り

百
夫
の
良
を
招
集
し

歳
暮
に
荊
卿
を
得
た
り

君
子
は
己
を
知
る
も
の
に
死
す

剣
を
提
げ
て
燕
京
を
出
づ

素
駿

広
陪
に
鳴
き

糠
慨
し
て
我
が
行
を
送
る

一
回
頁

(
「
雑
詩
」
玄
ハ
六
、

全
十
二
句
)

回
限
り
の
人
生
に
お
い
て
こ
そ
歓
娯



雄
髪
指
危
冠

ゆ
猛
気
街
長
線

欽
銭
易
水
上

ロ
四
座
列
群
英

ぷ
引
円
必
庄
町
三
己
主
-u'rーも

川
井
良
雪
是
認

は
宋
意
唱
高
声

十
蒲
斎
哀
風
逝

以
山
淡
淡
寒
波
生

商
音
更
流
沸

山
川
羽
奏
壮
士
驚

心
知
去
不
帰

加
旦
有
後
世
名

登
車
何
時
顧

刀
飛
蓋
入
秦
庭

凌
腐
越
万
里

刊
け
透
迩
過
千
城

関
窮
事
自
至

お
豪
主
正
征
営

雄

髪

危

冠

を

指

し

猛

気

長

撲

を

衝

く

欽
銭
す

易
水
の
上

IZIl 
座

群
英
を
列
ぬ

漸

離

悲

筑

を

撃

ち

宋

意

高

声

を

唱

う

十
粛
斎
と
し
て
哀
風
逝
き

淡
淡
と
し
て
寒
波
生
ず

商
音
更
ご
も
流
…
却
し

羽

奏

壮

士

驚

く

心
に
知
る

去
り
て
帰
ら
ざ
る
も

旦
つ
は
後
世
の
名
有
ら
ん
と

車
に
登
り
て
何
れ
の
時
に
か
顧
み
ん

蓋
を
飛
ば
し
て
秦
庭
に
入
る

凌
腐
と
し
て
万
里
を
越
え

一
市
首
ニ
池
一
と
し
て
千
城
を
過
ぐ

図
窮
ま
り
て
事
自
ら
至
る

一旦一家主

正
に
征
営
た
り

陶
淵
明
日
誌
史
山
一
一
川
試
論
(
宇
賀
神
)

一
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
山
号

。

一
六
頁

惜
哉
剣
術
疏

惜
し
い
か
な

剣
術
疏
に
し
て

お
奇
功
遂
不
成

奇
功

遂
に
成
ら
ず

其
人
錐
巳
没

其
の
人

巳
に
没
す
と
雄
も

苅
千
載
有
鈴
情

千
載
に
絵
情
あ
り

荊
軒
の
事
跡
に
つ
い
て
『
史
記
』
刺
客
列
伝
に
拠
り
つ
つ
、

そ
の
概
要
を
大
き
く
四
つ
に
分
け
て
み
る
と
、
①
荊
軒
は
、

衛
の
出
身

で
若
く
し
て
文
武
を
よ
く
し
、

部
都
な
ど
を
旅
し
な
が
ら
燕
に
移
り
住
ん
だ
。

犬
殺
し
で
あ
り
、
筑
の
名
手
で
も
あ
る
高
漸
離
と
親
交

を
結
ぶ
。

こ
の
頃
(
、

燕
の
太
子
丹
が
秦
か
ら
逃
亡
し
、

帰
国
す
る
。

丹
は
宮
駅
政
に
恨
み
を
抱
き
つ
つ
も
、

六
留
を
撃
破
し
た
秦
に
太
刀

打
ち
出
来
ず
に
お
り
、

加
え
て
秦
の
奨
将
軍
が
燕
に
亡
命
し
て
く
る
。

こ
れ
に
頭
を
抱
え
た
丹
は
、

田
光
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

荊
軒
が
推
薦
さ
れ
た
。
②
丹
は
荊
刺
に
謙
っ
て
、

政
へ
の
報
復
を
頼
み
込
む
。

そ
れ
を
引
き
受
け
た
荊
軒
は
、

林
大
将
軍
の
首
と
燕
の
地

図
を
持
参
し
て
、

政
の
信
頼
を
得
る
計
画
を
立
て
、
鋭
利
な
と
首
を
手
に
入
れ
、

政
へ
の
報
復
の
準
備
を
整
え
る
。
③
友
を
待
っ
て
い

た
荊
軒
に
対
し
、

丹
は
出

を
急
か
す
。
荊
刺
は
丹
に
激
怒
し
つ
つ
も
、

出
立
を
決
め
る
。

彼
は
白
装
束
に
身
を
包
ん
だ
賓
客
、
漸
離

ら
に
易
水
の
ほ
と
り
に
見
送
ら
れ
、

秦
に
旅
立
っ
た
。
④
荊
軒
は
秦
に
至
り
、

政
に
接
見
す
る
機
会
を
得
る
。
政
に
焚
将
軍
の
首
を
捧

、
げ
、
燕
の
地
図
を
開
き
つ
つ
、

七
首
を
突
き
付
け
る
も
、

事
は
失
敗
に
終
わ
る
。

さ
て
、

淵
明

「
一
一
諒
荊
朝
」

詩
で
は
第
五
句
か
ら
第
二
十
四
句
に
お
い
て
、
荊
鞠
の
出
立
か
ら
壮
行
の
一
幕
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
淵
明
の
荊
刺
の
事
跡
に
対
す
る
関
心
は
、
③
に
集
約
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
②
の
巌
政
刺
殺
の
算
段
、
④
の

明
ら
か
に
『
史
記
』
刺
客
列
伝
の

幕
な
ど
に
至
っ
て
も
、
そ
の
関
心
は
希
薄
で
あ
る
。

「
髪
尽
上
指
冠

ま
た
、
③
の

幕
を
う
た
っ
た

「
雄
髪
指
危
冠
」

(
第
九
句
)
斗
1

小、

歳
政
暗
殺
の

(
髪
は
尽
く
上
り
て
冠
を
指
す
ご

を
踏
ま
え
て
お
り

「
漸
離
撃
悲
筑
」

(
第
十
三



勾
)

な
ど
も

同
伝
の

「
高
漸
離
撃
筑

(
高
漸
離
は
筑
を
撃
つ
ご

を
踏
ま
え
、

ま
た
淵
明
に
先
行
し
て
荊
軒
を
表
現
対
象
と
し
て
い

る
院
頂
「
一
詠
史
.
M
M

」
詩
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

漸
離
撃
筑
歌

漸
離
筑
を
撃
ち
て
歌
い

ω
∞
悲
声
感
路
人

悲
声
路
人
を
感
ぜ
し
む

(
全
十
句
)

淵
明
カミ

『
史
記
』
に
お
け
る

「佐川」

を

長、悲、
] 介入ー

声 汎
し守一

と
し
た
点
に
は
、

淵
明
の
抱
く
漸
離
の
悲
槍
な
イ
メ
ー
ジ
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る

カ3

恐
ら
く
は
玩
踊
詩
に
お
け
る
漸
離
の

に
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
淵
明
の

「
一
一
諒
荊
朝
」

金
一
司
斗
&

“一

--r
ト・
'LU--

『
史
記
』
や
侃
頭
「
一
詠
史

詩
の
語
葉
を
直
接
的
に
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
発
想
は
必
ず
し
も
新
奇
と
は
い
え
な
い
。

さ

ふ

J
p
d
v
¥斗

な
段
、
刀

ら
に
ま
た
第
二
十
七
句
に
お
い
て

「
惜
哉
其
不
講
於
刺
剣
之
術
也
「
借
哉
剣
術
疏
」

と
う
た
っ
て

荊
軒
に
対
す
る
感
慨
を
述
べ
る
に
し
て
も
、

同
伝
に
お
い
て
魯
匂

(
惜
し
い
か
な

主
(
の
刺
剣
の
術
を
講
ぜ
ざ
る
や
)
」

と
い
う
の
と
殆
ど
変
わ
る
も
の
で
な
い
。

し

か
し

そ
の
一
方
で
③
の
一
幕
に
お
い
て

「
心
知
去
不
帰
、

旦
有
後
世
名
」

第

九

一
十
句
)

と
し
て
、

荊
軒
自
身
の

い
て
も
司
馬
遷
が

「
自
曹
沫
至
荊
朝
五
人
・
・
不
欺
其
志

淵
明
の
独
創
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

名
垂
後
世
、
山
一
旦
妄
也
哉

も
と
よ
り

「
有
後
世
名
」

は
、
『
史
記
』
に
お

「
心
」
情
描
写
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
は
、

(
曹
沫
よ
り
荊
軒
の
五
人
に
至
る
ま
で
:
:
:
其
の

志
を
欺
か
ず
、

名
を
後
世
に
垂
る
、

山
一
旦
に
妄
な
ら
ん
か
な
ご

と
称
す
る
の
と
発
想
を
同
じ
く
し
よ
う
が
、

猟
明
の
場
合
は
、

汗IJ

刺
白

身
が
不
朽
の
名
声
の
獲
得
を
期
し
て
い
た
も
の
と
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
5
0

そ
し
て

先
の
猟
明

「
…
一
諒
二
疏
」

詩
に
お
け
る
こ
疏
は
、

部
分
的
に
『
漢
書
』

の
二
疏
と
相
違
し
つ
つ
、

淵
明
自
身
の
志
向
が
う
た

わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
同
様
に

淵
明

説く

汗IJ

軒

詩
に
う
た
わ
れ
る
不
朽
の
名
声
へ
の
志
向
は
、

ほ
か
の
淵
明
詩
に
お
い

陶
開
明
、
認
史
詩
試
論
(
(
子
仰
は
神

一
七
頁
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て
も
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

九
十
イ了

帯
索

似
山
飢
寒
況
当
年

不
頼
回
窮
節

ω
∞
百
世
当
誰
伝

生
有
高
世
名

ω既
没
伝
無
窮

不
学
狂
馳
子

ロ
直
在
百
年
中

「
飲
酒
」

古寺
宜

仕
え
る
潔
し
と
し
な
か
っ
た
由
子
泰
、
字
は
田
鴎
の

百
年
中

「
狂
馳
子
」
が
目
先
の 九

十
に
し
て
行
き
て
索
を
帯
に
し

飢
寒
当
年
に
況
う
る
も

国
窮
の
節
に
頼
ら
ず
ん
ば

百
世
当
た
誰
か
伝
え
ん

生
き
て
は
世
に
高
き
名
有
り

既
に
没
し
て
は
無
窮
に
伝
わ
る

学
ば
ざ
る
か
な
狂
馳
の
子

直
だ
百
年
の
中
に
在
る
の
み
な
る
を

一
で
は

「
困
窮
節
」

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

「
百
世
」

「窮」

ま
る
こ
と

に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
的
に
う
た
っ
て
い
る
。

そ
の
実
、

て
、
荊
朝
自
身
の
心
情
描
写
と
し
て

と
う
た
っ
て
い
る
の
は
、

「
有
後
世
名

な
お
、

「
詠
荊
朝
」

る
も
の
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

「
詠
二
疏
」

詩
と
同
じ
よ
う
に
技
巧
的
表
現
が
み
ら
れ
る
。

詩
に
お
い
て
も
、

に
名
を
伝
え
ん
こ
と
、

一
八
頁

(
「
飲
酒
」
其

全
八
句
)

(
「
擬
古
」
其
二
、

全
十
二
句
)

「
擬
古
」

詩
其
こ
で
は
、

二
君
に

従
っ
て
、

い
名
声
の
獲
得
を
称
え
て
お
り
、

淵
号月
七三

「
一
一
政
荊
刺
」

詩
に
お
い

「鉦…」

そ
れ
と
は
異
な
る

淵
明
白
身
の
志
向
を
荊
軒
に
代
弁
さ
せ
て
い



凌
腐
越
万
里

凌
腐
と
し
て
万
里
を
越
え

M
透
迩
過
千
城

透
迩
と
し
て
千
城
を
過
ぐ

「
凌
腐
」

は
激
し
く
勢
い
の
あ
る
様
の
双
声
語
で
、

「
透
海
」

は
う
ね
う
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
様
の
畳
韻
語
で
あ
る
。

子
て
つ
い
っ

た
双
声
畳
韻
語
を
対
偶
と
す
る
の
は
、
高
木
正
一
氏
の
調
査
に
拠
れ
ば
、

陸
機
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

猟
明
の
や
や
後
輩
に

当
た
る
謝
霊
運
な
ど
の
詩
人
に
頻
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
d
o

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

淵
明

「
一
詠
荊
朝
」

詩
に
お
け
る
当
該
一
聯
も
そ
う

い
っ
た
美
文
志
向
の
時
代
の
風
潮
に
合
致
し
た
対
偶
表
現
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
な
が
ら

そ
の
下
に
お
い
て
は
、

殆
ど

同
義
の

1越

{
子
と

過
」
字
を
対
偶
の
間
関
係
と
し
、

「
万
里
」

「
千
城
」

を
対
偶
と
し
て
い
わ
ゆ
る
数
対
を
作
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
建

安
詩
人
や
左
思
な
ど
の
無
骨
な
力
強
さ
を
も
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
淵
明

「
一
一
諒
二
疏
」

詩
や

「
一
一
抹
荊
軒
」

詩
に
お
い
て
技
巧
的
表
現
が
み
ら
れ
る
の
は
、

淵
明
が
歴
史
人
物
の
事
跡
を
、

よ

り
詩
的
に
構
築
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

伝
体
の
詠
史
詩
は
、

史
実
に
依
拠
す
る
ば
か
り
で
、

叙
i告円
d性

が
希
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

改
め
て
い
え
ば
、

沈
徳
潜
が

「
太
沖
一
一
諒
史
、

不
必
専
一
一
諒
一
人
、

専一一諒

、
詠
古
人
市
己
之
性
情
倶
見
、

此
千
秋
絶
唱
也
」

と
述
べ
る
の
は
、
伝
体
の
詠
史
詩
と
の
比
較
に
お
い
て
左
思

「一一諒史」

一ー
言守

を
絶
賛
す
る
も
の
で
あ
る
。

容
院
ハ
こ
、

ア
ね
ド
チ
ん

l
t

淵
明
の
そ
れ
も
、

二
人
一
事
」

を
対
象
と
し
て
お
り

史
実
に
依
拠
し
て

歴
史
人
物
の
事

跡
を
概
括
的
に
表
現
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
叙
事
的
で
は
あ
る
。

、
-
一
品
V
3

、

中

j

，刀

淵
明
の
場
合
は
、

叙
情
よ
り
も
寧
ろ
歴
史
人
物
の
事

跡
を
い
か
に
叙
事
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
関
心
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、

淵
明
自
身
の

「
性
情
」

は
、
歴
史
人
物
に
代
弁
さ

せ
る
こ
と
で
顕
れ
て
い
る
。

陶
淵
明
一
一
副
史
詩
試
論
(
山
十
川
氏
神

一
九
頁
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最
後
に
淵
明
の

「
一
一
諒
三
良
」

詩
を
み
て
い
く
。
淵
明
に
先
行
し
て
三
良
を
表
現
対
象
と
し
た
詩
人
に
、

院
璃
や
王
祭
、
曹
植
ら
が
い

る
の
は
周
知
の
こ
と
に
属
し
て
い
よ
う
。

了
福
保
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

班
思
一
一
部
史
、

拠
事
直
書
、

特
期
間
子
建
・
仲
宣
一
一
諒
三
良
一
派

(
斑
固
の
一
一
諒
史
は
、

事
に
拠
っ
て
直
書
す
、

特
に
子
建
・
仲
宜
の
詠

三
良
の
一
派
を
開
け
り
d
)
。

了
氏
は
、

王
祭
と
薗
田
植
の

「
一
詠
三
良
」

の
一
派
は
、

斑
国
土
詠
史
」
詩
の
流
れ
を
汲
み
、

史
実
に
依
拠
し
て
、

そ
の
ま
ま
記
す
も
の

と
し
て
い
る
。

こ
の
発
言
は
、

何
俸
が
詠
史
詩
の

「
正
体
」

の
特
徴
と
し
て
、

本
伝
を
概
括
し
て
、

飾
り
立
て
な
い
も
の
と
す
る
見
解

に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
三
良
の
事
跡
の
纏
ま
っ
た
資
料
は
み
ら
れ
ず
、

史
実
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
厳
密
に
は

不
明
で
あ
る
よ
も

従
っ
て

淵
明

「
一
詠
三
良
」

詩
に
つ
い
て
も
史
実
と
の
比
較
は
試
み
難
い
の
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
王
祭
ら
の
詠

史
詩
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
、

彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、

従
来
の
淵
明

「
一
一
献
三
良
」

詩
の
研
究
で
は
、

晋
宋
革
命
の
実
際
と
照
合
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
4
、
本
稿
で
は
淵
明

「
一
詠
三
良
」

詩
に
お
け
る
先
輩
詩
人
達

か
ら
の
継
承
の
あ
り
方
ぇ

と
り
わ
け
曹
植
か
ら
の
影
響
が
窺
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
も
そ
も
王
祭
「
一
詠
史
」

詩
と
曹
植
「
三
良
」
詩
に
は
顕
著
な
相
違
を
み
る
こ
と
が
出
来
、

こ
れ
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

i
ま
ず
は
王
祭
「
詠
史
」

詳
の
冒
頭
四
勾
を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。



自
古
無
殉
死

古
よ
り
死
に
殉
う
こ
と
無
し

mu
達
人
共
所
知

達
人
共
に
知
れ
る
所
な
り

秦
穆
殺
三
良

事
パ¥

穆

三
良
を
殺
す

似
惜
哉
空
爾
為

惜
し
い
か
な

空
し
く
爾
為
せ
り

(
『
文
選
』
巻
二
十
一
、

全
二
十
匂
)

古

か
ら
殉
死
の
規
定
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
穆
公
が
三
良
を
死
に
殉
わ
し
め
た
も
の
と
し
て
、

穆
公
が
批
判
的
に
う
た
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
、

次
に
挙
げ
る
司
毛
詩
』
秦
風

「
黄
色
周
」
篇
に
冠
せ
ら
れ
た
小
序
の
穆
公
批
判
に
合
致
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

黄
鳥
、
哀
三
良
也
。

国
人
刺
穆
公
以
人
従
死
、

市
作
日
疋
詩
也

(
黄
鳥
は

二
良
を
哀
れ
む
な
り
。

国
人

穆
公
の
人
を
以
て
死
に

従
わ
し
む
る
を
刺
る
、

市
し
て
是
の
詩
を
作
る
な
り
)
。

秦
の
民
衆
が

穆
公
の
三
良
を
殉
死
さ
せ
た
こ
と
、

そ
れ
を
刺
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
お
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
『
春
秋
左
氏
伝
』

文
公
六
年
に
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

秦
伯
任
好
卒

以
子
車
氏
之
三
子
、

奄
息
・
仲
行
・
誠
虎
為
殉
、

皆
秦
之
良
也
。

国
人
哀
之
、

為
之
紙
/
「
黄
鳥
」
。

君
子
臼
、

秦

穆
之
不
為
盟
主
也
宣
哉
。

死
市
棄
民
。

先
王
違
世
、

猶
訟
之
法
、

市
況
奪
之
善
人
乎

(
秦
伯
任
好
卒
す
、

子
車
氏
の
三
子
奄
息

仲
行
・
誠
虎
を
以
て
為
に
殉
せ
し
む
、
皆
な
秦
の
良
な
り
。

秦
穆
の
盟
主
為
ら
ざ
る
や
宜
な
る
か
な
。

之
を
哀
し
み
て
、

死
し
て
民
を
棄
つ
口
先
王
は
世
を
違
り
て
、

国
人

之
が
為
に

猶
お
之

法黄
を鳥

すを
賦
す

君
子
臼
く
、

況
ん
や
之
が
善
人

例
制
明
一
品
史
詩
試
論

(Jγ
仰
は
神

頁
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を
奪
わ
ん
や
)
。

穆
公
が
出
職
業
を
な
し
得
な
か
っ
た
の
は

民
衆
を
捨
て
去
っ
て
、

人
を
奪
い
去
っ
た
か
ら
と
い
う
。

一
方
で
曹
植
ご
ニ
良
」

詩
で

は
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

功
名
不
可
為

功
名
為
す
べ
か
ら
ざ
る
も

hu
忠
義
我
所
安

忠
義
我
が
安
ん
ず
る
所
な
り

事
ペ¥

穆
先
下
世

秦
穆

皆先
なに
白下
ら世

残iし
てつ

臣

似
三
臣
皆
自
残

(
『
文
選
』
巻
二
十
一
、

全
十
四
句
)

「
功
名
」

は
自
己
の
努
力
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

「中ん
v
t
r抗
」

を
尽
く
す
こ
と
こ
そ
、

「安」

ん
じ
、

求
め
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
穆
公
が
逝
去
し
て
、

三
良
み
ず
か
ら
死
を
選
ん
だ
も
の
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。

何
悼
が
王
祭
と
苗
田
植
の
一
詠
史
詩
を
評
し
て
、

「此

以
秦
穆
殺
三
良
立
論
・
・
:
・
。

子
建
以
三
良
白
残
立
論
:
:
:

(
此
れ
秦
穆
の
三
良
を
殺
す
を
以
て
立
論
す
:
・
・
・
。

子
建
は
三
良
の
自
ら
残

う
を
以
て
立
論
す
:
・
・
:
三
)
」

と
述
べ
て
い
る
の
は
、

両
者
の
相
違
を
端
的
に
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
矢
田
博

氏
は
よ
り
詳

細
に
彼
ら
の
詠
史
詩
に
お
け
る
殉
死
の
態
度
の
相
違
を
次
の
よ
う
に
纏
め
て
い
る
。

一ru
話
円
〉
主
リ
こ

wmwTσ
ニ
コ
ロ

l
u
t

「
誤
哉
秦
穆
公
、
身
没
従
三
良
」

と
あ
り
、

王
祭
の
詩
に

「
秦
穆
殺
三
良
、

惜
哉
空
爾
為
」

と
あ
る
よ
う
に
、

彼

ら
二
人
の
死
は
、

い
ず
れ
も
三
良
を
殉
死
に
追
い
や
っ
た
秦
の
穆
公
を
批
難
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し



で
は
な
く
、

て
、
曹
植
の
詩
で
は

三
良
自
ら
が
選
ん
だ
自
主
的
・
主
体
的
な
死
と
捉
え
、

三
良
の
忠
誠
と
い
う
点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
よ
一
。

三
良
の
死
、
が
、

い
。
だ
が
、

「
秦
穆
先
下
世
、

三
臣
皆
自
残
」

と
あ
る
よ
う
に

三
良
の
死
を
穆
公
に
強
要
さ
れ
た
受
動
的
な
死
と
し
て

穆
公
の
死
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

院
璃
・
王
祭
・
苗
田
植
の
三
者
に
お
い
て
い
ず
れ
も
変
わ
ら
な

王
祭
や
玩
現
は
穆
公
が
三
良
の
殉
死
を
強
要
し
た
こ
と
の
批
判
と
し
て
、
西
日
植
は
穆
公
が
三
良
の
殉
死
を
強
要
し
た
と
い

こ
の
よ
う
に
穆
公
を
批
判
的
に
捉
え
ず
、

三
良
自
身
が
主
体
的
に
死
を
選
び
取
っ
た
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

「
庄
窃
考
国
風
之
詩
・
・
・
・
・
・
秦
穆
貴
信
、

う
よ
り
も
、

市
士
多
従
死

良
自
身
が
主
体
的
に
死
を
選
ぶ
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
漢
書
』
匡
衡
伝
に

(
臣
窃
か
に
国
風
の
詩
を
考
う
る
に
・
・
・
・
・
・
秦
穆
信
を
貴
び
て
、

後

市
し
て
士
多
く
死
に
従
う
)
」

と
み
え
る
の
や
、

引
用
す
る
応
劫
注
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
U
O

以
上
の
王
祭
や
曹
植
に
お
け
る
詠
史
詩
の
相

弾
冠
乗
通
津

02 
但

'1望
日寺
我
1豆

服
勤
尽
歳
月

川
明
常
恐
功
愈
微

忠
情
謬
獲
露

似

w
遂
為
君
所
私

出
則
陪
文
輿

を
踏
ま
え
て
、

詩
を
み
て
み
よ
う
。

淵
明

「
一
詠
三
良
」

冠
を
弾
い
て
通
津
に
乗
ず

位
だ
健
る

時
の
我
を
ば
遺
さ
ん
こ
と
を

勤
め
に
服
し
て
歳
月
を
尽
く
す

常
に
恐
る

功
の
愈
い
よ
微
な
る
を

忠
情
謬
り
て
露
わ
る
る
を
獲

遂
に
君
の
私
す
る
所
と
為
る

出
づ
れ
ば
則
ち
文
輿
に
は
m
い

陶
淵
明
一
部
山
人
訪
試
論
(
宇
賀
神

頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢
第
三
十
四
号

ω
∞
入
必
侍
丹
維

簸
規
郷
問
己
従

O
十
義
刀
匠
H

話

1
1
ニ
コ
ロ
三
日

J
J
1
h刃
ト

防

府

一
朝
長
逝
後

ロ
願
言
問
此
帰

厚
恩
国
難
忘

は
君
命
安
可
違

臨
穴
用
推
疑

ば
山
投
義
志
依
希

荊
練
箆
高
墳

は
黄
鳥
声
正
悲

良
人
不
可
賎

加
法
然
需
我
衣

。

筏入
規れ
はば
欝.:必

lこず
巳丹
lこ rl准
従に
わ侍
れす

計
議
は
初
め
よ
り
結
く
る
無
し

一
朝
一
長
逝
の
後

瀬
い
て
言
に
此
の
帰
を
同
じ
う
せ
ん
と
す

厚
恩

国
よ
り
忘
れ
難
く

君
命
安
く
ん
ぞ
違
う
べ
け
ん

穴
に
臨
み
て
惟
れ
疑
う
こ
と
間
し

義
に
投
ず
る
は
志
の
希
う
依
な
り

荊
材
料
高
墳
を
籍
め

黄

声
正
に
悲
し

良

人

購

う

べ

か

ら

ず

法
然
と
し
て
我
が
衣
を
治
す

忠
勤
に
務
め
た
の
は
、

第
一
句
か
ら
四
匂
は
隔
匂
対
の
構
造
で
捉
え
ら
れ
、

や
が
て
穆
公
か
ら
、

た
だ
時
勢
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を

「
忠
情
」
が
認
め
ら

れ

出
仕
し
て
以
来
、

功
の
わ
ず
か
な
る
こ
と
を

「汎仙」

れ
た
た
め
で
あ
る
。

し
、
朝
廷
の
内
に

か
く
し
て
寵
愛
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
い
。
第
七
句
か
ら
十
句
も
対
偶
表
現
と
し
て
、

「
入
」

つ
て
は
、
真
紅
の
帳
に
侍
っ
て
い
た
こ
と
、

つ
ま
り
穆
公
と
三
良
は
常
に
密
着
し
、
極
め
て
親
密
な
関
係
で

外

「
出
」

れ
ば
、
豪
華
な
車
に
同
乗

二
回
頁

「
健
」

れ、

ひ
た
す
ら

は
か
ら
ず
も



あ
っ
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

三
良
の
穆
公
に
対
す
る
諌
言
は
、

「郷問」

受
け
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
く

言十

111各
は

初〕

め
よ
り
穆
公
の
意
を
満
た
す
も
の
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
穆
公
の
三
良
に
対
す
る
厚
い
信
頼
が
み
て
と
れ
る
。

第
十
四
句
に
い
う

「
君
命
」

斗
3

品、

ロz苛

漢

』
一
包
衡
伝
に
引
か
れ
る
応
劫
注
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

公
日
、

生
卦二

止と
三白〈
オて

死
共
此
哀
。

於
日
疋
奄
怠
、

{中
行

誠
虎
許
諾

(
公
日
く

生
き
て
は
此
の
楽
し
み
を
共
に
し
、

死
な
ば
此

の
哀
し
み
を
共
に
す
、

と
。
是
に
於
い
て
奄
怠
・
伸
行
・
誠
虎
は
許
諾
す
)
。

こ
れ
は

宴
席
の
場
に
お
い
て

穆
公
か
ら
三
良
に
向
け
て
生
死
を
共
に
し
よ
う
と
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

三
良
は
こ
れ
を

「
許
諾
」

し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

治
明
は
第
十
一
句
か
ら
十
四
句
に
お
い
て
、

三
良
が
穆
公
の
逝
去
す
る
に
及
ん
で
、

死

を
共
に
し
よ
う
と

「願」

、、.‘BL
V
 

そ
れ
は
穆
公
か
ら
受
け
た

「
厚
恩
」
が
忘
れ
難
く
、

ど
う
し
て
生
死
を
共
に
せ
ん
と
す
る

「
君
命
」

Fヲ'

V'-

背
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か

と
う
た
っ
て
い
る
。

な
お
、

王
祭
「
一
一
諒
史
」

詩
で
は
、

ニ
良
の
殉
死
の
態
度
が
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い

る。

臨
残
要
之
死

残
す
る
に
臨
み
て
之
に
死
を
要
む
れ
ば

似

w
駕
得
不
相
槌

正一

m
ん
ぞ

相
い
随
わ
ざ
る
を
得
ん

穆
公
が
死
す
る
に
当
た
っ
て
、

三
良
に
死
を
共
に
し
よ
う
と
求
め
た
な
ら
ば
、

ど
う
し
て
そ
れ
に
随
わ
な
い
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、

と
し
て
穆
公
が
殉
死
を
強
要
し
た
も
の
と
す
る
。

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
宇
賀
神
)

二
五
頁



筑
波
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論
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。

こ
の
よ
う
に
淵
明

「
一
詠
三
良
」

ム
寺
土
、

i
l
 穆
公
を
批
判
的
に
捉
え
な
い
と
い
う
点
、

詩
と
相
違
し
、

詩
に
近
し
い
。

祭
「
一
一
諒
史
」

て
み
よ
う
。

生
時
等
栄
楽

以
w

既
没
同
憂
患

誰
言
摘
躯
易

ω
∞
殺
身
誠
独
難

援
沸
登
君
墓

問
磁
穴
仰
天
歎

長
夜
何
冥
冥

ロ
一
往
不
復
還

黄
鳥
、
為
悲
鳴

は
哀
哉
傷
肺
肝

第
五
・
六
句
は

こ
の
こ
点
に
お
い
て
は
曹
植
コ
ニ
良
」

生
き
し
時
は
栄
楽
を
等
し
く
し

既
に
没
し
て
は
憂
患
を
同
じ
く
す

誰
か
言
わ
ん

躯
を
掲
つ
る
こ
と
易
し
と

身
を
殺
す
こ
と
誠
に
独
り
難
し

沸
を
携
い
て
君
が
墓
に
登
り

穴
に
臨
み
て
天
を
仰
ぎ
て
歎
く

長
夜
何
ぞ
冥
冥
た
り

一
た
び
往
け
ば
復
た
還
ら
ず

黄

鳥

為

に

悲

鳴

す

哀
し
い
か
な

肺
肝
を
傷
ま
し
む

先
に
引
い
た
『
漢
書
』

の
応
劫
注
の

「
生
共
此
楽
、

死
共
此
哀
」

そ
れ
に
次
い
で
自
己
を
殺
す
こ
と
の
毘
難
さ
を
う
た
っ
て
い
る
。

と
同
じ
よ
う
に
、

に
お
い
て
、

「
忠
義
」

を
共
に
す
る
こ
と
を
う
た
い
つ
つ
も

と
し
て
、

主
体
的
に
死
を
選
び
つ
つ
も
、
第
七
句
以
降
に
お
い
て
は
、

つ
ま
り
、

を
希
求
し
、

「
自
残
」

二
六
頁

ま
た
死
に
対
す
る
主
体
性
と
い
う
点
に
お
い
て
玉

改
め
て
、
曹
植
「
三
良
」
詩
の
残
り
の
箇
所
を
み

生
死
の

「
栄
楽
」

「
憂
患
」

第
一
句
か
ら
四
匂

一
転
し
て
死
に
対



す
る
恐
れ
や
、

時
間
路
す
る
よ
う
な
情
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
道
家
春
代
氏
の

「
作
品
の
前
半
の
は
や
る
気
持
ち
と
後
半
の
悲
痛
な

調
子
と
の
違
和
感

J
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
確
か
に
首
肯
さ
れ
る
。

ま
た
、

第
九
・
十
句
の

「
撹
悌
登
君
墓
、

臨
穴
仰
天
歎
」

に
つ
い
て
は
、

大
き
く

つ
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、

「
君
」

を
三
良
と
み
て
、

苗
日
槌
が
三
良
の
墓
穴
に
臨
ん
で
嘆
い
て
い
る
と
す
る
も
の
、

第
一
二
は
、

「
君
」

を
穆
公
と
み
て
、

三
良
が
墓

穴
に
臨
ん
で
嘆
い
て
い
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
よ
ち

前
者
は
、

『
詩
経
』
秦
風

「
黄
鳥
」
篇
の
次
の
笛
所
を
踏
ま
え
た
解
釈
で
あ
る
。

臨
其
穴

其
の
穴
に
臨
め
ば

08 
't，帯
'11帯
主:

，探

情
怖
と
し
て
其
れ
傑
る

彼
蒼
者
天

我彼
カミ の
良蒼
人た
をる
磯つ者

くは
せ天

川
山
磯
我
良
人

(
全
三
章
、
第
一
章
、
章
十
二
匂
)

「
黄
鳥
」
篇
に
お
い
て
、

「'穴」

「
路
」

む
の
は
秦
の
民
衆
で
あ
り
、

=
一
良
が
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
慕
を
覗
き
込
み

恐
れ
戦
い

て
い
る
。

こ
れ
に
即
し
て
曹
植
詩
の

「
携
沸
登
君
墓
、

議
穴
仰
天
歎
」

に
つ
い
て
い
え
ば
、
諸
国
植
が
一
俣
を
払
っ
て
三
良
の

一「

合主
主E
'--

に
登

り

「
臨
穴
」

し
て

天
を
仰
ぎ
、

歎
い
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

後
者
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

「
忠
義
我
所
安
」

(
第
二
句
)

対

し
て
、

李
善
が

「
我
、

謂
三
良
也

(
我
は
、

三
良
を
謂
う
な
り
)
」

と
注
す
る
が
ご
と
く
、

作
中
の
視
点
人
物
を
三
良
と
し
て
捉
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
即
し
て
い
え
ば

三
長
が

「
君
」

た
る
穆
公
の

墓

に
登
り
、

「
臨
{
八
」

し
つ
つ
も
、

死
の
間
際
に
お
い
て

天
を
仰
ぎ
、
歎
い
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
淵
明

「
一
一
訴
三
良
」

詩
に
お
け
る

「
臨
穴
」

の
一
幕
を
み
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

日
M
V

川
市
日
叶
J
主
-
H
川
会

J
f、
ふ
山
川
三
二
日
当
「

Ha

M
何

UmJJ一W
9
5
5
2
2川
」
士
号
令

二
七
頁
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五

二
八
頁

臨
穴
間
惟
疑

穴
に
臨
み
て
惟
れ
疑
う
こ
と
問
し

ぱ
山
投
義
志
依
希

義
に
投
ず
る
は
士
山
の
希
う
依
な
り

こ
こ
に
お
い
て

「
臨
穴
」

し
て
い
る
の
は
、

既
に
第
二
句
の

「
但
催
時
我
遺
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
三
良
で
あ
り
、

こ
れ
に
従
え
ば
、
淵
明
は
薗
田
植
ご
ニ
良
」
詩
に
お
け
る

こ
の
点
に
つ
い

て
は
大
立
智
沙
子
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
よ
も

「
臨
穴
仰
天
歎
」

の
一
幕

-
F
一、ノ
γ
」

L
1
4
J

、

し

f
o
l
ムル

L

三
良
視
点
と
し
て
捉
え
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

淵
明
詩
に
お
け
る
三
良
は
、
「
臨
穴
」
そ
し
て
、
曹
植
詩
の
三
良
が

「
臨
穴
」

す
る
に
及
ん
で
、

天
を
仰
ぎ
、
歎
い
て

を、

す
る
に
及
ん
で
も
、

一
切
迷
わ
な
か
っ
た
も
の
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
茜
田
植
詩
の
作
中
前
半
に
お
け
る
死
に
対
す
る
主
体
的
態
度
と
作
中
後
半
の

「
悲
痛
な
誠
子
」
や
、

そ
の

「
違
和
感
」

は
、
淵
明
詩

に
至
っ
て
払
拭
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

い
ま
一
度
、

『
詩
経
』
秦
風
の

「
黄
鳥
」
篇
か
ら
淵
明

「
一
一
諒
三
良
」

詩
ま
で
の

「
臨
穴
」

の
一
幕
を
列
挙
し
、

そ
の
変
化
の
あ
り
様

を
確
認
し
て
み
よ
う
。

臨
其
穴

其
の
穴
に
臨
め
ば

08 
;1、詰嵩
↑ 
笠

f傑栗

端
情
と
し
て
其
れ
傑
る

(
『
詩
経
』
秦
嵐

「
黄
鳥
」
)

臨
穴
呼
蒼
天

穴
に
臨
み
て
蒼
天
を
呼
び

ω悌
下
如
綬
一
際

悌
の
下
る
こ
と
綬
康
の
ご
と
し



(
王
祭
「
一
一
諒
史
」
)

備
慌
沸
登
君
墓

沸
を
携
い
て
君
が
墓
に
登
り

ω臨
穴
仰
天
歎

穴
に
臨
み
て
天
を
仰
ぎ
て
歎
く

(
曹
植
「
三
良
」
)

臨
穴
問
惟
疑

穴
に
絡
み
て
惟
れ
疑
う
こ
と
伺
し

ば
山
投
義
志
依
希

義
に
投
ず
る
は
士
山
の
希
う
依
な
り

(
陶
淵
明

「
一
一
部
三
良
」
)

「
黄
鳥
」
篇
は

民
衆
が

「{八」

「臨」

ん
で
恐
れ
戦
く
も
の
と
し
て
、

王
祭
詩
で
は
、

第
七
・
八
句
に

「
妻
子
当
門
泣
、

兄
弟

突
路
垂

(
妻
子

門
に
当
た
り
て
泣
き
、

兄
弟
路
の
垂
に
て
突
す
ご

と
あ
る
よ
う
に
、

「
妻
子
」

「
兄
弟
」
が
央
泣
し
て
い
る
の
を
踏

ま
え
れ
ば

彼
ら
が

「
臨
穴
」

し
て
、

蒼

天

に
呼
び
掛
け
、

大
綱
の
よ
う
な
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

一
方
で

苗
田
植
詩
で
は
、

薗
田
植
自
身
が
三
良
の
墓
に
、

あ
る
い
は
三
良
が
主
君
の
墓
に
登
り
、

「
臨
{
八
」

し
て
天
を
仰
ぎ
、

悲
嘆
し
て
い
る
。

淵

明
詩
に
至
っ
て
、

三
良
は

「
臨
{
八
」

し
つ
つ
も
、

一
切
迷
わ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

そ
れ
は

義

忠
義、に

我殉

所ず
安る

と

そ

一一「

ゴコ
J乙」、
しーー

の
向
か
う
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
と
う
た
っ
て
い
る
。

改
め
て
確
認
す
れ
ば
、

商
田
植
詩
に
お
い
て
も

/
忠
義
我
が
安
ん

ず
る
所
な
り
ご

(
第
二
句
)

と
あ
る
よ
う
に
、

「持病」

が
敬
慕
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

、
伊
一
ゃ
玉
、

ナ
i

v
刀

苗
田
植
詩
は
、

そ
こ
か
ら

自
己
を
殺
す
困
難
さ
に
及
ぶ
と
い
う
点
に
お
い
て
生
へ
の
執
着
が
窺
え
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
淵
明
詩
で
は
、

生
よ
り
も

「
義
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、

「
黄
鳥
」
篇
と
王
祭
詩
は
も
と
よ
り
、

商
田
植
詩
に
お
け
る
三
良
像
と
も
相
違

し
た
、

猟
明
独
自
の
三
良
像
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、

制
明

「
一
一
部
三
良
」

古
川
十
品
、

i
l
 王
祭
「
一
一
諒
史
」

詩
の
三
良
の
ご
と
く
、

穆
公
を
批
判
的
に
捉
え
る
も
の
で
は
な
い
し
、

間
淵
明
、
融
史
詩
試
論
(
{
子
賀
神
)

二
九
一
良
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受
動
的
な
死
と
し
て
う
た
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。

そ
の
点
に
お
い
て
曹
植
ご
二
良
」
詩
に
お
け
る
三
良
の
主
体
的
に
死
を
選
ん
だ
も
の

に
合
致
し
、

そ
う
い
っ
た
発
想
そ
れ
自
体
に
新
し
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
淵
明
の
三
良
は
、
曹
植
の
そ
れ
よ

り
も

「義

を
重
ん
じ
て
積
極
的
に
死
を
選
ん
で
お
り
、

そ
の
点
に
お
い
て
独
創
性
が
窺
え
る
も
の
と
い
え
る
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う

な
発
展
的
な
表
現
態
度
こ
そ
が
、

川
侃
明

「
一
一
諒
三
良
」

詩
に
お
け
る
曹
植
ご
ニ
良
」
詩
の
継
承
の
あ
り
方
と
看
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

を
加
え
た
。

伝
体
の
一
一
部
史
詩
は
、

先
学
に
お
け
る
詠
史
詩
を
二
つ
に
分
け
て
捉
え
る
見
解
に
つ
い
て
整
理
し
、
淵
明
の
伝
体
の
詠
史
詩
に
注
自
し
て
検
討

歴
史
の
一
人
一
事
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
事
跡
が
概
括
的
に
う
た
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

淵
明
の

本
稿
で
は
、

「
一
一
部
二
疏
」

土
寸
、

--一一円
H

「
一
一
諒
荊
刺
」
詩
、

「
一
一
諒
三
長
」
詩
は
、

正
史
に
基
づ
き
、

あ
る
い
は
基
づ
く
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
っ
て
も
、

お
し
な
べ

て
そ
う
い
っ
た
特
徴
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

一
ゴ
一

J

、

」
r
j
中
l

J

1
し

正
史
と
の
比
較
に
お
い
て

淵
明
自
身
の
歴
史
人
物
の
事
跡
に
対

す
る
関
心
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
的
に
窺
え
る
も
の
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、

総
明
の
歴
史
人
物
に
対
す
る
志
向
は
、

彼
ら
の
事
跡
を
選
択

し
、
表
現
し
て
い
く
な
か
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

従
来

伝
体
の
一
一
部
史
詩
は
史
実
に
依
拠
す
る
ば
か
り
で
、

叙
情
性
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

確
か
に
淵
明
の
そ
れ
も
基
本
的
に
は
そ
う
い
っ
た
特
徴
に
合
致
し
て
い
る
が
、

三
首
お
し
な
べ
て
対
偶
表
現
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

そ
う
い
っ
た
技
巧
的
表
現
に
こ
そ
、

淵
明
の
拘
り
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、

淵
明
の

「一一諒

正定

詩
に
お
け
る

「
放
意
楽
総
年
、

連
憧
身
後
慮
」
、

言j]く

荊:
腕

詩
の

「
心
知
去
不
帰
、

旦
有
後
世
名
」

の
一
聯
な
ど
は
、

ロ『

漢

童

日

』

の
二
疏

『
史
記
』
に
お
け
る
荊
剰
と
は
相
違
し
て
、

淵
明
自
身
の
志
向
を
彼
ら
に
代
弁
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「一一部三



良
」
詩
に
つ
い
て
は
、

曹
植
「
三
良
」

詩
に
色
濃
く
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

「
臨
穴
同
惟
疑
、

投
義
志
依
希
」

の
一
聯
は
、

従
来
の
三

良
像
と
は
相
違
し
て

「

並

義

」

を
貫
く
た
め
に
積
極
的
に
死
を
選
ん
だ
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

以
上
。〉

よ
フ

「
一
一
諒
二
疏
」

詩
と

「
一
一
諒
荊
刺
」

詩
に
お
い
て
、

正
史
と
は
相
違
し
て
、

総
明
自
身
の
志
向
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
を
捉
え
註
し
て
み
る
と
、

歴
史
そ
れ
自
体
が
淵
明
の
も
の
と
し
て
、

淵
明
に
内
在
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

淵

明
は
、

歴
史
人
物
を
対
象
化
し

自
己
の
血
肉
と
化
し
た
彼
ら
に

主
体
的
に
成
り
変
わ
っ
て
表
現
し
得
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

淵
明
白

身
の
志
向
が
お
の
ず
と
顕
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

両
作
は
あ
た
か
も
淵
明
自
身
が
歴
史
的
世
界
を
巡
り
、

体
験
し
て
い
く
か

の
よ
う
な
態
度
で
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

そ
れ
と
伺
様
に
、

「
一
一
諒
三
良
」
詩
に
お
い
て
淵
明
独
自
の
三
良
が
表
現
さ

れ
て
い
る
の
は

三
良
に
成
り
変
わ
っ
た
淵
明
自
身
が
君
主
か
ら
信
頼
を
得
て
恩
を
授
か
っ
た
日
々
、

そ
し
て
、

殉
死
そ
の
も
の
を
体

験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

淵
明
の

「義」

こ
そ
身
命
を
賭
す
る
も
の
と
い
う
志
向
が
、

呼
び
起
こ
さ
れ
た
た
め
と
思
う
の
で
あ
る
。

ま

た
そ
れ
が
、

「
一
詠
三
良
」

詩
を
表
現
し
て
い
く
な
か
で
獲
得
さ
れ
た

淵
間
約
の
新
た
な
認
識
と
看
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
淵
明

の
伝
体
の
一
一
諒
史
詩
に
お
け
る
特
急
で
あ
る
。

な
お
、

先
学
が
し
ば
し
ば
指
摘
す
る
淵
明
の
詠
史
詩
と
晋
宋
革
命
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

作
中
に
政
界
離
脱
の
情
や
体
制
に
対
す

る
報
復
心
が
暗
示
的
に
窺
え
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

淵
明
の
一
一
諒
史
詩
製
作
の
契
機
と
な
り
得
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
が
、

言
及
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

ま
た
、

一
一
諒
史
詩
に
お
け
る
論
体
は

人

に
拘
ら
ず

自
己
の
抱
負
や
憤
獲
が
直
接
的
に
表
現
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、

淵
明
の
一
一
抹
史
詩
に
お
い
て
そ
の
特
徴
に
合
致
し
て
い
る
の
が
、

「
一
一
諒
貧
士
」

詩
七
首
で
あ
る
。

稿
を
新
た
に

説く

貧
士
」

詩
に
検
討
を
加
え
、

本
稿
で
論
じ
た
伝
体
の
詠
史
詩
と
比
較
し
て
い
く
こ
と
で
、

淵
明
の
一
一
諒
史
詩
に
お
け
る
表
現
の
特
色
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
(
子
賀
神

頁
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後
一
『
義
門
読

記
』
(
中
華
世
一
一
同
局
、

一
九
八
四
年

ぷ
班
回
「
一
一
諒
史
」

詩
は
、

部
分
的
に
は
李
善
注
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
が
、
纏
ま
っ
た
形
で
み
ら
れ
る
の
は
明
の
濡
惟
詩
編
纂
の
『
古
詩
紀
』
(
汲
吉
書
段
、

0
0
五
年
)

に
お
い
て
で
あ
り
、
該
書
に
出
典
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
出
所
自
体
が
疑
わ
し
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が

ら
作
品
そ
れ
自
体
の
存
在
は
、
『
詩
口
問
』
序
文
に

「
東
京
二
百
載
中

惟
有
斑
回
一
一
諒
史

(
東
京
二
百
載
中
、
惟
だ
斑
国
の
詠
史
の
み
有
り
ご

と
み
る
こ
と

tJ~ 

出
来

さ
ら
に
吉
川
幸
次
郎
氏
が

「
班
閤
の
詠
史
詩
に
つ
い
て
」

に
お
い
て

比
較
的
早
い
時
期
に
お
け
る
五
言
詩
で
あ
る
こ
と
、

上
記
の
一
首
に
止

ま
ら
な
い
連
作
詩
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
証
し
て
い
る

(
『
書
誌
学
論
集
神
田
博
士
還
暦
記
念
』
神
田
博
士
還
暦
記
念
会
、

一
九
五
七
年
に
所
収

後

『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
六
巻
・
漢
篇
、
筑
摩
書
一
房

一
九
八
四
年
に
所
収
)
。

よ
『
漢
書
』
刑
法
志
に
は

「
斉
太
倉
令
淳
子
公
有
罪
当
刑
、

詔
獄
逮
繋
長
安
。
淳
子
公
無
男
、

有
五
女
、

当
行
会
逮
、
罵
其
女
目
、

生
子
不
生
男

緩
急
非

有
益
。

其
少
女
縫
紫

ム
自
傷
悲
泣

乃
槌
其
父
至
長
安
、

上
書
日
、

妾
父
為
吏
、

斉
中
皆
称
其
廉
平
、

今
坐
法
当
剤
。
妾
傷
夫
死
者
不
可
復
生
、

刑
者
不

可
復
属
、

雌
後
欲
改
過
白
新
、

其
道
亡
抑
制
由
。
妾
願
没
入
為
宮
牌
、

以
賎
父
刑
罪
、

使
得
自
新
。
書
奏
天
子
、

天
子
憐
悲
其
意

斉
の
太
倉
の
令
淳

子
公
に
罪
有
り
て
別
に
当
た
る

詔
獄
逮
し
て
長
安
に
繋
ぐ
。

淳
子
公
に
男
無
く

五
女
有
り

当
に
行
き
て
逮
に
会
わ
ん
と
し
て

其
の
女
を
駕
り

て
日
く

子
を
生
み
て
男
を
生
ま
ず
、

緩
急
益
有
る
に
非
ず
、

と
。
其
の
少
女
の
縫
紫
、
自
ら
傷
み
て
悲
泣
し
、

乃
ち
其
の
父
に
随
い
て
長
安
に
至
る

上
書
し
て
臼
く

妾
が
父
は
吏
と
為
り
、

斉
中
は
皆
な
其
の
藤
平
を
称
す
、

今
法
に
坐
し
刑
に
当
た
る
。

妾
傷
む
。
夫
れ
死
す
る
者
は
復
た
生
く
る
べ

か
ら
ず

刑
せ
ら
る
る
者
は
復
た
属
す
べ
か
ら
ず

後
に
過
ち
を
改
め
自
ら
新
た
に
せ
ん
と
欲
す
と
雌
も
、

其
の
道
は
綴
亡
ぶ
な
り
。

妾
願
わ
く
は
没
入

し
て
官
妹
と
為
り

以
て
父
の
刑
罪
を
嬢
い
て
、
自
ら
新
た
に
す
る
こ
と
を
得
し
め
ん
こ
と
を
、

と

書
天
子
に
奏
す
、

天
子

憐
れ
み
て
其
の
意
を
悲

し
む

ご
と
み
え
る
。

よ
「
漢
貌
の
一
一
祢
史
詩

l
i
そ
の
成
立
と
発
展
」

内
論
集
』
十
六
号

一
九
八
二
年

よ
「
左
思
と
一
一
部
史
詩
」

(
『
中
国
文
学
報
』

二
十
一
号
、

一
九
六
六
年

よ
『
文
選
』

の
引
用
に
当
た
っ
て
本
文
、

及
び
李
善
注
な
ど
は
胡
刻
本
『
文
選
』
(
中
華
書
局
、

一
九
七
七
年
)

を
用
い

五
臣
注
の
引
用
に
当
た
っ
て
は



司
日
本
足
利
学
校
蔵
宋
刊
明
川
本
六
臣
注
文
選
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、

二

O
O
八
年

を
用
い
た
。

3
『
漢
書
』
張
湯
停
に

「
功
臣
之
世

佐
宵
入
乙

E
・
長
支

nup
，↓よ

r
r舟リ」

I

l

-

-

親
近
寵
貴

レ
い
人
、
、

i
「
い
V
向

上
ふ
h
H

ノ々
H
m

(
功
臣
の
世
に
、

唯
だ
金
氏
・
張
氏
の
み
、
親
近
寵
貴
し
、

外
戚
に
比

す
る
有
り
こ

と
あ
り

ま
た
『
漢
書
』
金
日
開
伝
に

「
金
日
硝
夷
秋
亡
国

一
概
虜
漢
庭

市
以
篤
敬
籍
、
王

忠
信
自
著
、
鞠
功
上
将

伝
居
後
柄
、

世

名
忠
孝
、

七
世
村
侍
、

何
其
盛
也

(
金
日
障
は
夷
秋
に
し
て
国
を
亡
い
、

織
れ
て
漢
庭
に
虜
た
る
も
、

篤
敬
を
以
て
主
を
結
ら
し
む
、
忠
信
自
ら
著
し
、

鞠
功
も
て
将
に
上
り
、

思
を
後
腕
に
伝
え
て
、

世
に
忠
孝
を
名
づ
く
、

七
世
内
に
侍
り
た
る
こ
と
、

何
ぞ
其
の
盛
ん
な
る
か
ご

と
み
え
る
。

長
∞
『
漢
書
』
精
農
伝
に

「ャ、乙
1

n
い
L
f
L

二
一
此
プ
川
川
臼
μ

L

ね

求
賢
良

邸
中
唐
。
唐
時
年
九
十
除

不
能
為
官

乃
以
子
遂
為
郎
(
武
帝
即
位
し
て

賢
良
を
求
む
る
に

唐
を
挙
ぐ
。

音
寺
こ
手
九
ト
ん
で

i

j

H

H
一

l
I
ノ
1

4

/

一

bu↑

官
と
為
す
こ
と
能
わ
ず
、

乃
ち
子
の
遂
を
以
て
郎
と
為
す
ご

と
み
え
る
。

ぷ
興
膳
氏
は
前
掲
の

「
左
思
と
詠
史
詩
」

に
お
い
て

た
と
え
ば
脇
炎
の

「
見
士
山
」

詩
に

「
陳
平
故
里
社
、
韓
信
釣
河
曲

ん
そ

陳
平
は
里
社
に
数
び

也ヰ一一=ロま

J
が

C
1
I
4
B
'
l
u
-

河
曲
に
釣
る
)

2
弟
一
一
聯

と
あ
る
が

作
品
全
体
に
お
い
て
は

「
彼
ら
の
事
跡
が
テ
i

マ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
」

は
な
い
こ
と
、

ま
た
玩
籍
の

長j](

懐
」
詩
其
六
に

「
昔
関
東
陵
瓜
、

近
在
青
門
外

(
昔
は
開
く
東
援
の
瓜

近
く
青
門
の
外
に
在
り
こ

(
第
一
聯

と
あ
る
の
は

「
庇
籍
の
関
心
が
部
平

の
物
語
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く

こ
の
物
語
を
過
し
て
彼
の
心
情
を
述
べ
る
点
に
あ
る
」

と
説
い
て
い
る
。

ご
C

王
英
志
校
点
『
忠
良
枚
全
集
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社

一
九
九
三
年
)

ご
-
…
楊
潔
現
・
許
華
偉
氏
ら
編
纂
の

『
一
一
秘
史
詩
精
華
』
(
京
華
出
版
社

二

O
O
二
年
)
二
例
舌
口

に
拠
る
。

ご
M

沈
徳
潜
『
古
詩
源
』
(
中
華
蓄
局
、

一
九
六
三
年

ご
い
王
気
中
護
注
『
芸
概
筆
注
』
(
貴
州
人
民
出
版
社

一
九
八
六
年

ヱ
ふ
『
宋
書
』
顔
延
年
伝
に

「
[
延
之
〕
謂
湛
日

吾
名
器
不
升

当
由
作
卿
家
吏
。
湛
深
恨
鷲
、

言
於
彰
城
王
義
康
、

出
、
為
永
嘉
太
守
。

延
之
甚
怨
憤
、

乃

作
「
五
君
一
一
政
」

以
述
竹
林
七
賢

(
〔
延
之
〕
湛
に
謂
い
て
臼
く
、

吾
が
名
器
の
升
ら
ざ
る
は
、

当
に
卿
の
家
吏
と
作
る
に
由
る
べ
し
。
湛
深
く
恨
み
て
、

彰
城
王
の
義
康
に
言
い
て

出
だ
し
て
永
嘉
太
守
と
為
さ
し
む
。

延
之

甚
だ
怨
憤
し

乃
ち

「
五
君
詠
」

を
作
り
て
以
て
竹
林
七
賢
を
述
ぶ
)
」

と
み
え

る。

ご
凶
前
掲
の
『
一
一
諒
史
詩
精
華
』
「
前
言
」

に
拠
る
。

陶
淵
明
一
説
史
詩
試
論
(
宇
賀
神

頁
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頁

三
小
底
本
に
は
陶
樹
『
靖
節
先
生
集
』
(
四
部
備
要
本
)

を
用
い
る
こ
と
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
諸
版
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
寸
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
に
は

「
一
一
部
史
者
、

読
史
見
古
人
成
敗
、

感
市
作
之

(
一
詠
史
と
は
、
史
を
読
み
吉
人
の
成
敗
を
見
て

感
じ
て
之
を
作
る
ご

(
司
文

鏡
秘
府
論
校
注
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社

詩
其
こ
で
は

平実
主益三

ヱミ
有
報

夷、一
叔、九

在八
西一

山 年
)
と
あ
る
。

ヱ
∞
「
飲
酒
」

善
悪
荷
不
応
、

何
事
立
空
言
。

7し
十
行
t土台
，円す

索

飢
寒
況
当
年
。

不
頼
回
窮
節
、

百
世
当
誰
伝

(
積
善
報
い
有
り
と
云
う

夷
叔

西
山
に
在
り
。
善
悪
荷
し
く
も
応
ぜ
ず
ん
ば
、

何
事
ぞ
空
言
を
立
て
し
。

九
十
に
し
て
行
き
て
索
を
帯
に
し
、

飢

寒

当

年

に

況

う

る

も

国
窮
の
節
に
頼
ら
ず
ん
ば

百
世
当
に
誰
か
伝
う
べ
け
ん
)
」

と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

韮
仁コ

L白山

を

「
積
」

み
行
っ
て
き
た

入
寸
可
一
了
、

.
ノ
一
F
d
l
a
/
/
々
1

伯
夷
・
叔
斉
が
、
相
応
の
待
遇
を
受
け
得
な
か
っ
た
こ
と
に
疑
義
を
投
げ
掛
け
て
お
り
、

間
有
国
子
泰
、
節
義
為
士
雄
。
新
人
久
己
死
、
郷
里
習
其
風
。
「
擬
古
」

詩
其
二
で
は

「
辞
家
夙
厳
駕

当
往
至
無
終
。

間
君

非
商
復
非
戎
。

生
有
高
世
名
、

既
没
伝
無
窮
。

不
学
狂
馳
子
、

直
在
百
年
中

(
家
を
辞
し
て
夙
に
駕
を
厳
え
、

当
に
往
き
て
無
終
に
至
る
べ
し
。

君
に
問
う
今
何
に
か
行
く
、
商
に
非
ず
復
た
戎
に
も
非
ざ
る
に
と
。

開
く

田
子

泰
な
る
も
の
有
り
、
節
義

士
の
雄
た
り
。

斯

の

人

久

し

く

己

に

死

せ

る

も

郷
里

其
の
風
に
習
う
と
。

生
き
て
は
世
に
高
き
名
有
り
、

既
に
没
し
て

は
無
窮
に
伝
わ
る
。

学
ば
ぎ
る
か
な

狂
馳
の
子
、

高
一
だ
百
年
の
中
に
在
る
の
み
な
る
を
)
」

と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、

田
嬬
、
字
は
子
泰
の

二
郎
義
」

を

-

号

、

科
え

そ
の
精
神
の
あ
り
方
が
郷
里
の
人
々
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

ご
。
参
考
ま
で
に
前
掲
の
楊
潔
理
・
許
華
偉
氏
ら
の

「
詠
史

の
定
義
を
挙
げ
て
お
く
。

以
歴
史
為
題
材
的
詩
歌
、
有
彼
多
種
名
称

諸
女[]

「
述
古
」

「
懐
古
」

「
覧
古
」

「
感
古
」
「
古
興
」

「
読
史
」

「
一
詠
史
」
等
、

有
的
還
直
接
以
被
歌
一
詠

的
歴
史
人
物
・
歴
史
事
件
為
標
題
。
一
一
道
些
詩
歌
都
具
有
一
個
共
同
的
特
徴
、

即
都
是
以
歴
史
作
為
詩
人
感
情
的
載
体
、

史
・
情
是
緊
密
結
合
的
。

因

此
我
例
以
為
、

{
じ
例
都
属
於
広
義
一
詠
史
詩
的
範
時
。

如
果
給
…
一
部
史
詩
下
個
定
義
的
話
、

那
腹
凡
是
対
歴
史
人
物
・
歴
史
事
件
・
歴
史
遺
跡
進
行
叙

述
・
評
価
・
惣
弔
或
借
国
家
興
亡
寄
托
偶
人
懐
抱
的
詩
歌
、

都
可
以
称
作
一
詠
史
詩

(
歴
史
を
題
材
と
す
る
詩
歌
に
は
、
多
様
な
詩
題
が
あ
り

た
と

え
ば

一「

述
i主

「
懐
古
」

「
覧
十
日
」

「
惑
古

「
古
興
」

「
読
史
」

「一一部史」

な
ど
で
あ
り
、

あ
る
も
の
は
直
接
的
に
詠
じ
る
対
象
の
歴
史
人
物
・
歴
史
事

件
を
詩
題
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
歌
は
全
て

つ
の
共
通
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、

そ
れ
は
み
な
歴
史
を
詩
人
の
感
情
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
、



歴
史
と
感
情
が
緊
密
に
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
歴
史
を
題
材
と
す
る
詩
歌
で
あ
れ
ば
、

広
義
に
は
お
し

な
べ
て
詠
史
詩
の
範
時
に
属
し
て
い
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
。

も
し
詠
史
詩
を
定
義
付
け
る
な
ら
ば

お
よ
そ
歴
史
人
物
・
歴
史
事
件
・
歴
史
遺
跡

こ
付
し
て
以
主
・
洋
一
副
・
震
吾
、

l

J

v

j

j

f

{

j

i

 

あ
る
い
は
国
家
の
興
亡
に
か
こ
つ
け
て
個
人
の
志
を
托
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
み
な
詠
史
詩
と
称
す

る
こ
と
が
出
来
る
)
。

J
C
近
年
に
お
け
る
研
究
と
し
て

井
上
一
之
氏
の

「
陶
淵
明
司
詠
二
疏
詩
』
に
つ
い
て
1
1
=
知
足
=
の
是
非
i
l
」

(
『
中
国
詩
文
論
叢
』

二
四
号

。。

五

や

大
立
智
砂
子
氏
の

「
陶
淵
明
の
仮
託
詩
に
お
け
る
一
人
称
表
現
i
i
e
詠
史
詩
お
よ
び

「
形
影
神
」

を
中
心
と
し
て
」

(
『
中
国
文
学
研
究
』

1二1
77 
、

二

O
O
七
年

な
ど
が
あ
る
。

芯
一
前
掲
井
上
氏
の

「
綱
淵
明
『
一
一
誠
二
疏
詩
』
に
つ
い
て
l
i
=
知
足
=
の
是
非
l
l
」

に
拠
る
。

J
N
『
芸
文
類
緊
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
二
年
)
巻
五
十
五
・
雑
文
部
・
史
伝
に
み
ら
れ
る
。

な
お

詩
題
に
つ
い
て
は
逢
欽
立
氏
『
先
秦
漢
貌
普

一
汚
ヒ
現
寺
=
忠
寺
こ
巴
っ
こ
。

戸
ド
ィ
寸
J
1
L

寸一一一
-nn口
手
究
ニ
コ
ロ

l
I
判
引
U

J

ぷ
い
淵
明

「
一
一
部
荊
腕
」

詩
の

「
心
知
去
不
帰

旦
有
後
世
名
」

の
出
句

「
去
不
帰
」

に
つ
い
て
は
荊
軒
が
易
水
の
ほ
と
り
に
お
い
て
、

「
壮
士
一
去
分
不
復
還

壮
士

一
た
び
去
り
て
復
た
還
ら
ず
ご

と
う
た
っ
た
の
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
が
、

厳
密
に
い
え
ば
、

そ
も
そ
も
の
荊
軒
に
あ
っ
て
は

生
き
て
帰
す
る

こ
と
を
固
く

っ
て
お
り

そ
れ
は
荊
柄
が
太
子
丹
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
か
ら
窺
え
る
。

何
太
子
之
遣
。

往
市
不
返
者
、

竪
子
也
。

且
提
一
七
首
入
不
測
之
彊
秦
、

僕
所
以
留
者
、

待
五
口
客
与
倶
。
今
太
子
遅
之
、

請
辞
決
失

(
何
ぞ
や

太

子
の
遣
わ
す
と
は
。

往
き
て
返
ら
ざ
る
者
は

竪
子
な
り
。

且
つ
一
七
首
を
提
げ
て
不
測
の
彊
秦
に
入
る
、

僕
の
留
ま
る
一
前
以
は
、

五
口
が
客
を
待
ち
て

与
に
倶
に
せ
ん
と
す
れ
ば
な
り
。
今
太
子
之
を
遅
し
と
す
、

請
う
辞
決
せ
ん
)
。

↑
リ
珂
土

-
Y
サ
ノ

d
は
川
1
2
F
h
g

死
地
に
活
路
を
開
く
た
め
に
友
を
待
ち
、

旅
の
仕
度
を
整
え
て
い
た
。

そ
う
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

丹
は
荊
腕
に
出
立
を
急
か
し
、

か
く
し

成
ら
ざ
る
所
以
は
、

て
荊
鞠
は
活
路
を
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
荊
料
は
暗
殺
失
敗
後
に
お
い
て
も
、

ぃ
ρ
び、
γ

生
き
な
が
ら
之
を
劫
か
し
、

「
事
所
以
不
成
者
、

以
欲
生
劫
之
、

必
得
約
契
以
報
太
子
也

事
の

必
ず
約
契
を
得
て
以
て
太
子
に
報
ぜ
ん
と
欲
す
る
を
以
て
な
り
ご

と
い
う
よ
う
に
、
鼠
政
を
生
き
な

が
ら
脅
し
つ
け

そ
れ
を
丹
に
報
告
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

荊
軒
に
と
っ
て

丹
の
意
に
背
く
こ
と
な
く

そ
れ
で
い
て
自
己
の
活
路
を
開
く
に
は

巌

陶
淵
明
一
一
副
史
詩
試
論
(
宇
賀
神

五

頁
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政
を
殺
さ
ず
に
脅
し
つ
け
る
に
止
め
る
し
か
、

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

dhH
「
六
朝
に
お
け
る
律
詩
の
形
成
」

(
『
日
本
中
居
学
会
報
』
四
号
、

一
九
五
二
年
に
所
収

後
に
『
六
割
引
唐
詩
論
考
』
創
文
社

一
九
九
九
年
に
所
収
)

J
U
『
全
漢
三
国
普
南
北
朝
詩
』
(
芸
文
印
書
館

一
九
六
八
年
)
第
一
冊
の

「緒ニ一一口」

に
拠
る
。

ぷ
小
井
上
一
之
氏

「
絢
淵
明
『
一
一
抹
三
良
詩
』
に
つ
い
て
i

i
忠
と
済
民
」

(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
二
五
号
、

ニ
O
O
六
年
)

を
参
照
。

芯
吋
一
冗
劉
履
『
撰
詩
補
注
』
巻
五
、

明
黄
文
燥
吋
陶
詩
折
義
』
巻
図
、

清
悔
樹
『
靖
節
先
生
集
』
巻
四
な
ど
を
参
照
。

ぷ
∞
淵
明

「
一
一
部
三
長
」
詩
に
お
け
る
王
架

「
一
詠
史
」
詩
や
曹
植
ご
二
良
」
詩
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

注
釈
三
三
に
引
用
し
た
哀
行
需
氏
『
陶
淵
明
築
注
』
(
中

華
書
局

二

O
O
三
年

を
参
照
。

ぷ
甲
矢
田
博
士
氏

「
曹
植
『
三
良
詩
』
考
i

i

『
文
帝
誌
』
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
」

(
『
中
国
文
学
研
究
』
十
九
号
、

一
九
九
三
年
)

に
詳
細
な
検
討
が
み

ら
れ
る
。

よ
C

子
光
華
『
重
訂
文
選
集
評
』
(
国
家
図
書
館
出
版
社
、

二

O
一
二
年
)
巻
五
に
拠
る
。

よ
二
別
掲
の
矢
田
氏

「
曹
植
句
三
良
詩
』
考
i

l
『
文
帝
謀
』
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
」

に
拠
る
。

よ
M

本
稿
で
挙
げ
た
三
良
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

楊
伯
峻
士
苓
秋
左
傍
注
』
文
公
六
年
の
注
を
参
照
と
し
た
。

楊
氏
は
本
稿
で
挙
げ
た
三
良
の
例
の
ほ
か
、

『
毛
詩
』
鄭
築
の

「
従
死
、

自
殺
以
従
死

(
従
死
は

三
良
自
ら
殺
し
て
以
て
死
に
従
う
ご

を
挙
げ
て

「
先
秦
皆
謂
三
良
被
殺
。
自
殺
之
説
、
或
起
於

j英

^ 
(
先
秦
皆
な
三
良
の
殺
さ
る
る
を
謂
う
。
自
殺
の
説
、

或
い
は
漢
人
よ
り
起
こ
る
ご

(
中
華
書
局
、

一
九
八
三
年

と
述
べ
て
い
る
。

よ
い
「
忠
情
謬
獲
露
、

遂
為
君
一
昨
私
」

に
お
け
る

「
謬
」
字
に
つ
い
て
は

二
様
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
お
り

つ
は
一
謙
譲
の
意
味
で
解
す
る
も
の
で

も

つ

--J 

は

誤
り
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

逢
欽
立
氏
は

「
謬
、
妄
。
自
謙
語
也
」

王
叔
眠
氏
は
当
該
一
聯
に
対
し
て

「
奨
卯
歳
十
二
月
中
作
与
従
弟
敬
遠

一，zτf 
σ〉

「
高
操
非
所
禁
、

(
『
陶
猟
明
集
』
中
華
書
局
、

謬
得
思
窮
節
(
吉
岡
操
は
禁
ず
る
一
助
に
非
ざ
る
も
、

一
九
七
九
年

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た

壬司司

nw 

り
て
毘
窮
節
を
得
た
り
ご

(
第
十
五
・
十
六
句

を
引
用
し
て

「
陶
公
於
己
、

則
一
諌
言
『
高
操
非
一
的
響
、

但
謬
得
圏
窮
之
節
』
市
己
。
実
別
問
得
思
窮
節
、

正
是
高
操
也

(
陶
公
は
自
己
に
あ
っ
て
は
、

謙
遜
し
て
、
『
高
操
は
準
ず
る
一
昨
に
非
ざ
る
も
、

た
だ
謬
り
て
国
窮
の
節
を
得
る
』

σ〉
み

と
い
h

つ。

実
は

国
窮
の
節
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
高
燥
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
ご

(
『
陶
淵
明
詩
筆
託
稿
』
芸
文
印
書
館
、

一
九
七
五
年
)

と
述
べ
て



い
る
こ
と
か
λ

り
す
れ
ば

玉
氏
も
謙
譲
の
意
味
で
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
鈴
木
虎
雄
氏
『
陶
靖
節
詩
解
』
(
東
洋
文
庫

一
九
九
一
年
)
、

一
海
知
義
氏
『
陶
淵
明
』
(
筑
摩

一尻

一
九
六
八
年
)

田
部
井
文
雄
・
上
回
武
氏
『
陶
淵
明
全
釈
』
(
明
治
書
院

二

O
O
一
年
)

な
ど
が
謙
譲
の
意

で
解
し
て
い
る
。

一
方
で
裳
行
需
氏
ば
前
掲
『
陶
淵
明
筆
注
』

ぴ〉

「
一
一
林
三
良
」
詩
の

「
折
義
」

に
お
い
て

「
厚
恩
自
難

君
命
難
違
、

一
日
一
君
主
一
長

逝
、
遂
以
身
殉
之
。

市
言
外
之
意

反
不
如
不
乗
通
津

不
恐
功
微

明
哲
以
保
身
也
。
『
忠
情
謬
獲
露

為
君
所
私
。
』

「
謬
」
字
最
可
深
味

(厚

思
は
も
と
よ
り

れ
難
く

君
命
は
背
き
難
い
も
の
で

ひ
と
た
び
君
主
が
逝
去
し
て
、
遂
に
身
を
以
て
穆
公
に
殉
じ
た
。

し
か
し
言
外
の
意
と
し
て
は

却
っ
て
通
津
に
乗
る
べ
き
で
な
い
し
、

功
微
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

明
哲
は
保
身
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
『
忠
情
謬
り

て
露
わ
る
る
を
獲

遂
に
君
の
私
す
る
所
と
為
る
』
の

「
謬
」
字
は
最
も
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
る
ご

と
説
い
て
、
逆
説
的
に
読
む
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
fこ

「
忠
情
謬
獲
露

遂
為
君
一
昨
私
」

に
対
し
て
は

「
曹
植
有
『
三
良
詩
』

首

日
、
『
秦
穆
先
下
世
、

三
庄
皆
自
残
』
王
祭
『
一
一
諒
史
』

一
言
亦
詠
三

良

日
、
『
秦
穆
殺
三
良
、

惜
哉
空
爾
為
』
説
法
不
問
、
立
意
亦
異
。

淵
明
此
詩
両
方
面
兼
願
、

合
情
合
理
、

回
収
能
体
三
良
心
情
(
曹
樋
『
三
良
詩
』

。〉

一
首
で
は
、
『
秦
穆
先
に
下
世
し
て

!主

皆
な
自
ら
残
う
』
と
い
う
。

王
紫
『
一
一
誠
史
』

の
一
首
も
ま
た
詠
三
良
を
対
象
と
し
て
、
『
秦
穆

三
良
を
殺

ず
、
苦
し
、
、
一
ぷ

r

f

J

i

し
，
刀

f

空
し
く
欝
為
せ
り
』
と
い
う
。

彼
ら
の
い
い
方
は
同
じ
で
は
な
く

着
想
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
。
淵
明
は
こ
の
詩
の
両
方
面
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
情
理
に
合
し
て
、

最
も
能
く
三
良
の
心
情
に
理
会
し
て
い
る
ご

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

掛
明

「
一
詠
三
良

詩
は

曹
植
ご
ニ
J

良
」

詩
に
お
け
る

ア
自
残
」

と
、

王
祭

「
一
一
部
史
」
詩
に
お
け
る
穆
公
批
判
の
両
方
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば

表
氏

は:

「謬」

の
意
味
を
誤
り
の
方
向
で
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
継
承
関
係
の
立
論
も
興
味
深
い
が
、

本
棋
で
は
、

「謬」

字
に
つ
い
て
は

ひ
と
ま
ず
先
に
挙
げ
た
諸
本
と
同
じ
よ
う
に
謙
譲
の
意
味
で
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

よ
ふ
「
建
安
期
の
曹
植
の
詩
に
つ
い
て
」

(
司
名
古
屋
女
子
大
学
紀
要
』
一
二
六
号

九
九

O
年
)

よ
凶
前
者
の
曹
植
を
視
点
人
物
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
伊
藤
正
文
氏
『
曹
植
』
(
岩
波

居
、
中
屋
詩
人
選
集
三
、

一
九
五
八
年

内
田
泉
之
助
・
網
祐
次

中
島
千
秋
氏
『
文
選
』
(
明
治
書
院
、

新
釈
漢
文
大
系
十
四
、

一
九
六
三
年
)

な
ど
、

後
者
の
三
良
視
点
か
ら
捉
え
る
の
は
、

斯
波
六
郎
・
花
一
房
英
樹
氏

『
文
選
』
(
筑
摩
書
一
尻
、

世
界
文
学
大
系
七
十
、

一
九
六
三
年

な
ど
で
あ
る
。

よ
弘
前
掲
大
立
氏
は

「
陶
淵
明
の
仮
託
詩
に
お
け
る

人
称
表
現
|
|
一
一
誠
史
詩
お
よ
び
『
形
影
神
』
を
中
心
と
し
て
」

に
お
い
て
、
第
二
句
「
但
催
時
我
遺

陶
淵
明
詠
史
詩
試
論
(
宇
賀
神
)

4七

真



筑
波
中
国
文
化
論
叢

第
三
十
四
号

で

「
作
中
人
物
『
三
良
』

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

る

0 

五

の
視
点
か
ら
」
う
た
い
起
こ
さ
れ
、
第
二
十
句

「
法
然
需
我
衣
」

に
お
い
て

筑
波
大

そ
の
視
点
は

「
陶
淵
明
自
身
に
還
っ
て
い

大
学
続
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

三
八
頁
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